
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１Ｎｏｄｅ  Ｂと前記第１Ｎｏｄｅ  Ｂのセル領域内のＵＥ（Ｕｓｅｒ  Ｅｑｕｉｐｍ
ｅｎｔ）との間にアップリンク同期伝送方式（ＵＳＴＳ；Ｕｐｌｉｎｋ  Ｓｙｎｃｈｒｏ
ｎｏｕｓ  Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ  Ｓｃｈｅｍｅ）の動作が行われ、前記第１Ｎｏｄｅ
 Ｂのセル領域に隣接した第２Ｎｏｄｅ  Ｂのセル領域と前記第１Ｎｏｄｅ  Ｂのセル領域
とが重畳するハンドオーバ領域にＵＥが位置するとき、前記ＵＥが前記第２Ｎｏｄｅ  Ｂ
にハンドオーバできる移動通信システムで、前記第１Ｎｏｄｅ  Ｂ及び第２Ｎｏｄｅ  Ｂに
接続された無線ネットワーク制御器（ＲＮＣ；Ｒａｄｉｏ  Ｎｅｔｗｏｒｋ  Ｃｏｎｔｒｏ
ｌｌｅｒ）のハンドオーバ制御方法において、
　前記ＵＥに対する前記ハンドオーバが可能であるか否かを判断するステップと、
　前記ハンドオーバが可能であれば、前記ＵＥのスクランブリングコード、前記ＵＥと前
記第１Ｎｏｄｅ  Ｂとの間のデータ通信に使用している前記スクランブリングコードの開
始点とアップリンクデータフレームの開始点との間の時間差を示すスクランブリングコー
ドタイムオフセット、前記データの伝送チャンネルを区分するチャンネル区分コードを含
むハンドオーバ情報を前記第２Ｎｏｄｅ  Ｂへ伝送するステップと、
　前記ＲＮＣが前記第２Ｎｏｄｅ  Ｂからハンドオーバが可能であるか否かを示すハンド
オーバ情報に対する応答メッセージを受信すると、前記ＵＥが前記第２Ｎｏｄｅ  Ｂへハ
ンドオーバするようにという要求を前記第１Ｎｏｄｅ  Ｂを通じて前記ＵＥへ伝送するス
テップと
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　からなることを特徴とするハンドオーバ制御方法。
【請求項２】
　前記伝送チャンネルは、アップリンク専用物理チャンネルであることを特徴とする請求
項１記載の方法。
【請求項３】
　前記ハンドオーバが可能であるか否かは、前記ＵＥから受信した測定報告値を分析して
決定されることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記チャンネル区分コードは、ＯＶＳＦ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ  Ｖａｒｉａｂｌｅ  Ｓ
ｐｒｅａｄｉｎｇ  Ｆａｃｔｏｒ）コードであることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記ハンドオーバ情報は、前記ＵＳＴＳのサービスを受信しているＵＥに対する情報で
あり、前記ＲＮＣに貯蔵されている情報であることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項６】
　第１Ｎｏｄｅ  Ｂと前記第１Ｎｏｄｅ  Ｂのセル領域内のＵＥとの間にＵＳＴＳ動作が行
われ、前記第１Ｎｏｄｅ  Ｂのセル領域に隣接した第２Ｎｏｄｅ  Ｂのセル領域と前記第１
Ｎｏｄｅ  Ｂのセル領域とが重畳するハンドオーバ領域に前記ＵＥが位置するとき、前記
ＵＥが前記第２Ｎｏｄｅ  Ｂにハンドオーバできる移動通信システムにおけるＮｏｄｅ  Ｂ
のハンドオーバ制御方法において、
前記ＵＥが無線ネットワーク制御器（ＲＮＣ）からＵＳＴＳサービスを受信していること
を示すハンドオーバ情報と前記ＵＥのデータ伝送チャンネルのチャンネル区分コード、前
記データ伝送に使用しているスクランブリングコード、及び前記スクランブリングコード
の開始点とアップリンクデータフレームの開始点との時間差を示すスクランブリングコー
ドタイムオフセットを含んだハンドオーバ情報とを受信するステップと、
前記ＲＮＣに前記ハンドオーバ情報に対する応答メッセージを伝送した後、前記チャンネ
ル区分コードによってハンドオーバチャンネルを割り当てるステップと、
前記スクランブリングコードタイムオフセットによって前記スクランブリングコード開始
点を基準にして前記アップリンクデータフレームの開始点を設定してスクランブリングコ
ード同期化を遂行するステップと
からなることを特徴とするハンドオーバ制御方法。
【請求項７】
　前記スクランブリングコード同期化ステップは、
特定のチャンネルフレームの開始点より遅い時点で前記スクランブリングコードを開始す
るために、前記Ｎｏｄｅ  Ｂから生成される前記スクランブリングコードを遅延させるス
テップと、前記ＵＥから受信したアップリンクデータを前記遅延したスクランブリングコ
ード及びチャンネル区分コードを利用して逆拡散するステップとからなることを特徴とす
る請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記特定のチャンネルは、プライマリ（ｐｒｉｍａｒｙ）共通制御物理チャンネルであ
ることを特徴とする請求項７記載の方法。
【請求項９】
　前記スクランブリングコードタイムオフセットは、前記ＵＥから受信した現在のアップ
リンクデータフレームの開始点と のチャンネルフレームの開始点との時間差であるこ
とを特徴とする請求項６記載の方法。
【請求項１０】
　前記スクランブリングコードタイムオフセットは、前記ＵＥから受信した現在のアップ
リンクデータフレームの開始点と のチャンネルフレームの開始点との時間差が２５６
チップの倍数単位で一致するように決定された値であることを特徴とする請求項６記載の
方法。
【請求項１１】
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　前記特定のチャンネルは、プライマリ共通制御物理チャンネルであることを特徴とする
請求項９記載の方法。
【請求項１２】
　前記特定のチャンネルは、プライマリ共通制御物理チャンネルであることを特徴とする
請求項１０記載の方法。
【請求項１３】
　前記スクランブリングコードタイムオフセットは、ダウンリンク伝送チャンネルフレー
ムの開始点とＵＥから受信したアップリンク伝送チャンネルフレームの開始点との時間差
から伝播遅延値を減算して決定されることを特徴とする請求項６記載の方法。
【請求項１４】
　無線ネットワーク制御器（ＲＮＣ）に連結されたＮｏｄｅ  Ｂと前記Ｎｏｄｅ  Ｂのセル
領域内のＵＥとの間でＵＳＴＳではない（ｎｏｎ－Ｕｐｌｉｎｋ  Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕ
ｓ  Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ  Ｓｃｈｅｍｅ）通信モードを前記ＵＳＴＳの通信モードに
転換する方法において、
　 前記ＮｏｄｅＢと前記ＵＥとの間の距離を示す往復遅延時間（ＲＴ
Ｔ；Ｒｏｕｎｄ  Ｔｒｉｐ  Ｔｉｍｅ）を測定するステップと、
　前記ＮｏｄｅＢから前記測定されたＲＴＴを前記ＲＮＣへ伝送するステップと、
　前記ＲＮＣが 前記ＲＴＴを利用してスクランブリングコ
ードタイムオフセット情報と、前記ＵＥが使用するスクランブリングコード及びチャンネ
ル区分コード 前記ＵＥへ伝送するステップと、
　前記ＲＮＣが 前記スクランブリング
コード及び前記チャンネル区分コードを前記Ｎｏｄｅ  Ｂへ伝送するステップと、
　からなることを特徴とする方法。
【請求項１５】
　前記ＲＮＣは、前記ＵＥから受信した測定報告値を分析して、前記ＵＥに対する前記Ｕ
ＳＴＳではない通信モードを前記ＵＳＴＳの通信モードに転換するか否かを決定すること
を特徴とする請求項１４記載の方法。
【請求項１６】
　前記ＲＮＣは、前記ＵＥからＵＳＴＳモード転換要求を受信すると、前記ＵＥに対する
前記ＵＳＴＳではない通信モードを前記ＵＳＴＳの通信モードに転換するか否かを決定す
ることを特徴とする請求項１４記載の方法。
【請求項１７】
　前記チャンネル区分コードは、アップリンク専用物理チャンネルのチャンネル区分コー
ドであることを特徴とする請求項１４記載の方法。
【請求項１８】
　前記スクランブリングコードは、アップリンクデータスクランブリングコードであるこ
とを特徴とする請求項１４記載の方法。
【請求項１９】
　前記スクランブリングコードタイムオフセットは、前記ＵＥから受信した現在のアップ
リンクデータフレームの開始点とプライマリ共通制御物理チャンネルフレームの開始点と
の時間差であることを特徴とする請求項１４記載の方法。
【請求項２０】
　前記スクランブリングコードタイムオフセットは、前記ＵＥから受信した現在のアップ
リンクデータフレームの開始点とプライマリ共通制御物理チャンネルフレームの開始点と
の時間差が２５６チップの倍数単位で一致するように決定された値であることを特徴とす
る請求項１４記載の方法。
【請求項２１】
　前記スクランブリングコードタイムオフセットは、前記ＵＥから受信したアップリンク
伝送チャンネルフレームの開始点とダウンリンク伝送チャンネルフレームの開始点との時
間差から伝播遅延値を減算して決定されることを特徴とする請求項１４記載の方法。
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【請求項２２】
　無線ネットワーク制御器（ＲＮＣ）に連結されたＮｏｄｅ  Ｂと前記Ｎｏｄｅ  Ｂのセル
領域内のＵＥとの通信のときアップリンク同期伝送方式ではない（ｎｏｎ－Ｕｐｌｉｎｋ
 Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ  Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ  Ｓｃｈｅｍｅ）通信モードからＵ
ＳＴＳ通信モードに転換する方法において、
　前記ＲＮＣから前記ＵＥのアップリンクデータフレームの開始点と前記Ｎｏｄｅ  Ｂの
基準時点と所定のチップの倍数だけ差ができるように前記開始点の変更量を示す情報と、
前記アップリンクデータが伝送される伝送チャンネルのチャンネル区分コード及びスクラ
ンブリングコードを含むメッセージを受信するステップと、
　前記ＵＥに対するＵＳＴＳモード転換が可能である場合、スクランブリングコードタイ
ムオフセットを計算してその計算されたスクランブリングコードタイムオフセットを含む
応答メッセージを前記ＲＮＣへ伝送するステップと、
　前記受信したチャンネル区分コード及びスクランブリングコードを割り当て、前記スク
ランブリングコードタイムオフセットによって前記アップリンクデータフレームの開始点
及び前記スクランブリングコードの開始点を決定して前記ＵＳＴＳモードへの転換を遂行
するステップと
からなることを特徴とする方法。
【請求項２３】
　前記ＵＳＴＳモードへの転換を遂行するステップは、特定のチャンネルフレームの開始
点より前記スクランブリングコードタイムオフセットだけ遅延した位置で前記スクランブ
リングコード開始点が位置するように、前記Ｎｏｄｅ  Ｂから生成された前記スクランブ
リングコード及びチャンネル区分コードを遅延させるステップと、前記ＵＥから受信した
アップリンクデータを前記遅延したスクランブリングコードを利用して逆拡散するステッ
プとからなることを特徴とする請求項２２記載の方法。
【請求項２４】
　前記特定のチャンネルは、プライマリ共通制御物理チャンネルであることを特徴とする
請求項２３記載の方法。
【請求項２５】
　前記スクランブリングコードタイムオフセットは、前記ＵＥから受信した現在のアップ
リンクデータフレームの開始点と特定のチャンネルフレームの開始点との時間差であるこ
とを特徴とする請求項２４記載の方法。
【請求項２６】
　前記スクランブリングコードタイムオフセットは、前記ＵＥから受信した現在のアップ
リンクデータフレームの開始点と特定のチャンネルフレームの開始点との時間差が２５６
チップの倍数単位で一致するように決定された値であることを特徴とする請求項２２記載
の方法。
【請求項２７】
　前記特定のチャンネルは、プライマリ共通制御物理チャンネルであることを特徴とする
請求項２５記載の方法。
【請求項２８】
　前記特定のチャンネルは、プライマリ共通制御物理チャンネルであることを特徴とする
請求項２６記載の方法。
【請求項２９】
　前記スクランブリングコードタイムオフセットは、ダウンリンク伝送チャンネルのフレ
ーム開始点とアップリンク伝送チャンネルのフレーム開始点との時間差から伝播遅延値を
引いた値で決定されることを特徴とする請求項２２記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、移動通信システムのチャンネル通信方法に関し、特に、アップリンク同期伝送
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方式を利用してハンドオーバ及びモード転換を遂行する方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
符号分割多元接続 (Code Division Multiple Access；以下、ＣＤＭＡと略称する。 )移動
通信システムは、同期式システム及び非同期式システムに区分される。そして、前記ＣＤ
ＭＡ通信システムは、チャンネルを区分するために直交符号 (orthogonal code)を使用し
ている。以下の説明では、次世代移動通信システムである非同期方式のＵＭＴＳ (Univers
al Mobile Telecommunications system)の符号分割多元接続 (Wide-band Code Division M
ultiple Access；以下、Ｗ -ＣＤＭＡと略称する。 )通信システムを一例にして説明する。
しかし、本発明は、Ｗ -ＣＤＭＡ方式に限られず、ＣＤＭＡ -２０００などの異なるＣＤＭ
Ａ方式の移動通信システムにも適用することができる。
【０００３】
また、前記Ｗ -ＣＤＭＡ通信システムでは、アップリンク同期伝送方式 (Uplink Synchrono
us Transmission Scheme；以下、ＵＳＴＳと略称する。 )を使用するが、前記ＵＳＴＳは
、第１Ｎｏｄｅ  Ｂが多数のＵＥ (User Element)とリンク (Link)とを形成して通信を行う
場合、各ＵＥから受信した多数の信号が直交性を保持するようにする伝送方式を意味する
。前記ＵＳＴＳのために、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、多数のＵＥに制御信号を伝送し、その結
果、各ＵＥは、前記多数のＵＥ間に直交性を保持するように適切な時点に信号を伝送する
ことができる。前記制御信号を受信すると、多数のＵＥは、アップリンク信号の伝送時間
を調節する。
【０００４】
図１は、従来のＷ -ＣＤＭＡ通信システムを概略的に示す図である。同図に示すように、
ＵＥの連結 (Connection)に関するすべてのプロセスは、無線ネットワーク制御器 (Radio N
etwork Controller；以下、ＲＮＣと略称する。 )が担当する。そして、前記ＲＮＣは、１
つまたはそれ以上のＮｏｄｅ  Ｂに連結されたＵＥに対するチャンネル資源の割当てを担
当する。前記Ｎｏｄｅ  Ｂと前記ＲＮＣとから構成される通信システムをＵＴＲＡＮ (UMTS
 Terrestrial Radio Access Network)と称する。
【０００５】
前記のように、前記ＲＮＣが前記ＵＥに資源を割り当てて接続が成功的裡に行われると、
前記ＵＥは、ダウンリンク (Downlink)またはアップリンク (Uplink)の専用物理チャンネル
(Dedicated Physical Channel；以下、ＤＰＣＨと略称する。 )を利用して通信を持続する
ようになる。前記ＲＮＣは、前記Ｎｏｄｅ  Ｂを通じて多数のＵＥと通信を行うことがで
き、この場合、前記ＵＥは、前記Ｎｏｄｅ  Ｂが前記ＵＥのそれぞれの信号を区分するこ
とができるように、自分の固有のスクランブリングコードを利用して前記ＵＥの自分が伝
送すべきデータをスクランブリングしてアップリンク信号として伝送する。
【０００６】
前記スクランブリングコードは、長いスクランブリングコード (Long Scrambling code；
以下、“スクランブリングコード”と略称する。 )及び短いスクランブリングコード (Shor
t Scrambling code)に区分される。下記説明において、“スクランブリングコード”は、
長いスクランブリングコードを意味する。
前記スクランブリングコードは、次の過程を通じて生成される。
【０００７】
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【０００８】
　
　
　
　
【０００９】
　
　
　
　
　
【数１】
　
　
　
　
【００１０】
前記式で、
【数２】
　
　
　
　
は、ｉ／２より小さいかまたは同じである整数のうち一番大きい整数を示す。
また、Ｗ -ＣＤＭＡ通信システムの場合、１個のフレームは、３８４００チップで構成さ
れている。従って、前記スクランブリングコードは、３８４００チップの単位で使用され
る。すなわち、１個のＤＰＣＨのためのスクランブリングコードはＣ (ｉ )であり、ここで
、ｉ =０、１、．．、３８３９９である。
【００１１】
１個のＤＰＣＨフレーム信号は、Ｃ (０ )からＣ (３８３９９ )までのスクランブリングコー
ドを使用してスクランブリングされる。多数のＵＥのそれぞれは、相互異なる初期値ｎ０
、  ｎ１、．．、ｎ２３を利用して固有のスクランブリングコードを生成した後、ＤＰＣ
Ｈ信号をスクランブリングして伝送する。前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、それぞれのＵＥに固有に
割り当てたスクランブリングコードを利用して前記ＵＥから受信した信号をデスクランブ
リングして前記それぞれのＵＥの信号を区分することができる。
【００１２】
通常のＷ -ＣＤＭＡ通信システムでは、ダウンリンクチャンネル区分のために直交符号で
あるＯＶＳＦ (Orthogonal Variable Spreading Factor)コードを使用する。すなわち、ダ
ウンリンクの場合、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記ＯＶＳＦコードを使用して相互異なるＵＥ
へ伝送するダウンリンクＤＰＣＨ (downlink DPCH；以下、ＤＬ  ＤＰＣＨと略称する。 )信
号を区分することができるが、各ＵＥに固有に割り当てたＯＶＳＦコードを利用して拡散
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し、前記拡散したＤＬ  ＤＰＣＨ信号を加えた後、前記Ｎｏｄｅ  Ｂの固有のスクランブリ
ングコードでＤＬ  ＤＰＣＨ信号をスクランブリングして伝送する。前記各ＤＰＣＨは、
相互異なるデータレート (Data rate)を有することができる。また、アップリンクの場合
は、１個のＵＥが伝送するＤＰＣＨ信号、すなわち、ＤＰＤＣＨ (Dedicated Physical Da
ta Channel)信号とＤＰＣＣＨ (Dedicated Physical Control Channel)信号とを相互異な
るＯＶＳＦコードを利用して拡散し、ＵＥの固有のスクランブリングコードでスクランブ
リングして伝送する。このとき、各ＵＥがＤＰＤＣＨ及びＤＰＣＣＨ信号を拡散するため
に使用したＯＶＳＦコードは同一であることができる。従って、多数のＵＥが相互異なる
スクランブリングコードを使用しているので、Ｎｏｄｅ  Ｂは、各ＵＥから受信した信号
を区分することができる。
【００１３】
前記ＵＳＴＳを使用する多数のＵＥは、ＵＥの固有のスクランブリングコードを利用せず
、自分が位置しているセル内の多数のＵＥが共通に使用するアップリンクスクランブリン
グコードを利用して相互異なるＯＶＳＦコードで拡散したＤＰＤＣＨ信号及びＤＰＣＣＨ
信号をスクランブリングして伝送する。そして、前記ＵＳＴＳを使用するＵＥは、Ｎｏｄ
ｅ  Ｂから固有のＯＶＳＦコード、すなわち、チャンネル区分コードが割り当てられてＤ
ＰＤＣＨ信号及びＤＰＣＣＨ信号を拡散して伝送した後、Ｎｏｄｅ  Ｂは、各ＵＥから受
信した信号をＵＥ別に固有に割り当てたＯＶＳＦコードを利用して逆拡散して区分する。
【００１４】
また、Ｗ -ＣＤＭＡ通信システムでは、各ＤＬ  ＤＰＣＨ信号を異なる伝送オフセットで伝
送する。これは、ＤＬ  ＤＰＣＨが同時に伝送された場合、瞬間的に高い電力を使用して
発生する短所などを解決するためのものである。また、アップリンクＤＰＣＨ (Uplink DP
CH；以下、“ＵＬ  ＤＰＣＨ”と略称する。 )信号も時間的に相互異なる時間にフレームの
終わりがＮｏｄｅ  Ｂに到着して前記Ｎｏｄｅ  Ｂが前記多数のＵＥから受信したデータを
同時に処理すべき負担を分散させる。
【００１５】
図２は、Ｗ -ＣＤＭＡ通信システムのＤＬ  ＤＰＣＨ信号とＵＬ  ＤＰＣＨ信号との時間関
係を示す。図２は、Ｎｏｄｅ  ＢとＵＥとの伝播遅延 (propagation delay)がないことを仮
定した、すなわち、ＵＥは、Ｎｏｄｅ  Ｂが伝送したＤＬ  ＤＰＣＨを伝播遅延なく受信し
、また、Ｎｏｄｅ  Ｂは、ＵＥが伝送したＵＬ  ＤＰＣＨを伝播遅延なく受信する。Ｎｏｄ
ｅ  ＢとＵＥとの伝播遅延が存在する場合は、往復遅延時間 (ＲＴＴ )を考慮しなければな
らない。しかし、伝播遅延が存在するとしても、システムは、同一の方式にて動作するの
で、説明の便宜上、前記ＲＴＴを‘０’であると仮定する。
【００１６】
図２を参照すると、１０ｍｓの１個のフレームは１５個のスロットで構成され、１個のス
ロットは、２５６０個のチップで構成される。共通パイロットチャンネル (Common Pilot 
Channel；以下、“ＣＰＩＣＨ”と略称する。 )信号及びプライマリ共通制御物理チャンネ
ル (Primary Common Control Physical Channel；以下、“Ｐ -ＣＣＰＣＨ”と略称する。 )
信号は、フレーム同期が一致し、他のチャンネルの基準システム時間 (reference system 
time)として使用される。
【００１７】
図２に示すように、それぞれのＤＬ  ＤＰＣＨ信号は、Ｐ -ＣＣＰＣＨ信号 (基準システム
時間 )からタイムオフセットτ D P C H , nで伝送される。前記それぞれのＤＰＣＨ信号には、
異なるタイムオフセットτ D P C Hが与えられる。例えば、それぞれのＤＰＣＨ信号は、０、
２５６、２＊２５６、．．、１４８＊２５６、及び１４９＊２５６チップのオフセットの
うち１つが与えられる。すなわち、前記ＤＰＣＨ信号は、前記基準システム時間と２５６
チップの倍数になるチップだけ差ができるタイムオフセットが与えられる。
【００１８】
前記ＵＥは、Ｐ -ＣＣＰＣＨ信号 (基準システム時間 )に比べてＤＬ  ＤＰＣＨ信号をタイム
オフセットτ D P C H , nで受信した後、Ｔ 0時間が経過した後、ＵＬ  ＤＰＣＨ信号を伝送する
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。従って、ＵＬ  ＤＰＣＨ信号は、異なる伝送時点を有し、異なる伝送時点でＮｏｄｅ  Ｂ
に到着する。前記Ｎｏｄｅ  Ｂと各ＵＥとの距離差のため、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、ＤＬ  Ｄ
ＰＣＨ信号を伝送した後、Ｔ 0時間の経過の後ＵＬ  ＤＰＣＨ信号を正確に受信することが
できない。従って、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、ＵＥとの距離を測定するために、ＲＡＣＨ (Rand
om Access Channel)信号の処理過程のとき、ＵＥとの伝播遅延時間 (propagation delay t
ime)を測定する。前記伝播遅延時間値は、ＤＬ  ＤＰＣＨ信号を伝送した後、ＵＬ  ＤＰＣ
Ｈ信号の到着時間を予測するのに使用することができる。
【００１９】
一方、前記ＵＳＴＳは、多数のＵＥが１個のスクランブリングコードを利用してＮｏｄｅ
 Ｂと通信を可能にする方式である。前記ＵＳＴＳは、前記Ｎｏｄｅ  Ｂが多数のＵＥで伝
送されるアップリンクＤＰＣＨ信号を受信するとき、前記アップリンクＤＰＣＨ信号の受
信同期を合わせる方式である。
【００２０】
前記ＵＳＴＳモードで、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記ＵＳＴＳモードを使用するＵＥに同一
のスクランブリングコードを与えることができる。そこで、前記のように、Ｗ -ＣＤＭＡ
通信システムで、ＵＳＴＳ方式を使用すれば、セル内で使用されるスクランブリングコー
ドの数を減少させることができるので、ＵＥ信号の相互間の干渉を減少させる効果を得る
ことができる。前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、ＵＳＴＳを使用する多数のＵＥが同一のスクランブ
リングコードを使用する場合、ＲＮＣが提供したチャンネル区分コード (Channelization 
code)、すなわち、相互直交するＯＶＳＦコードを利用してＵＥを区分することができる
。ここで、前記ＲＮＣは、ＵＳＴＳのために、ＵＳＴＳサービスを使用するＵＥに１個の
スクランブリングコードを割り当て、前記ＵＥのそれぞれを区分するために相互異なるＯ
ＶＳＦコードのそれぞれを割り当てる。前述したように、ＵＳＴＳ方式は、Ｎｏｄｅ  Ｂ
が少なくとも２個のＵＥのＵＬ  ＤＰＣＨの同期を合わせ、同期が行われたＵＥに同一の
スクランブリングコードを与える。そして、前記同一のスクランブリングコードが与えら
れた各ＵＥのＤＰＣＨには、相互異なるチャンネル区分コード (ＯＶＳＦコード )を割り当
てることによって、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、同期して受信される前記ＤＰＣＨチャンネルを
区分することができる。
【００２１】
前記ＵＳＴＳは、下記のような２つのステップを通じて信号の同期時間を制御する。
(１ ) 初期同期化過程 (Initial Synchronization Process)
Ｎｏｄｅ  Ｂは、ＲＡＣＨを通じてＵＥの信号を受信すると、所定の基準時間と到着時間
との差異を測定する。前記基準時間と到着時間との差異を順方向アクセスチャンネル (For
ward Access Channel:以下、ＦＡＣＨと略称する。 )を通じてＵＥに伝送し、前記ＵＥは
、前記基準時間と到着時間との差異を利用してＵＥ自分の伝送時間を調整する。
【００２２】
(２ ) トラッキング過程 (Tracking Process)
Ｎｏｄｅ  Ｂは、周期的にＵＥの信号の到着時間と基準時間との比較を通じて時間調整ビ
ット (Time Alignment Bit；以下、“ＴＡＢ”と略称する。 )をＵＥに伝送する。前記ＴＡ
Ｂが‘１’であれば、ＵＥは、１／８チップだけ伝送時間を繰り上げて前記ビットが‘０
’であれば、１／８チップだけ後に伝送する。前記ＴＡＢは、２個のフレームの当たり一
回ずつ制御チャンネルにある伝送電力制御 (Transmit Power Control；以下、“ＴＰＣ”
と略称する。 )ビットを利用して伝送する。
【００２３】
多数のＵＥが１個のスクランブリングコードを使用する前記ＵＳＴＳ方式を使用する場合
、前記同一の１個のスクランブリングコードを使用する多数のＵＥが伝送するアップリン
クフレームの信号がＮｏｄｅ  Ｂで受信されるとき同期は必須である。すなわち、Ｎｏｄ
ｅ  Ｂが多数のＵＥから伝送したＤＰＣＨを受信したとき、前記受信したＤＰＣＨのスロ
ット同期とフレーム同期とが一致しなければならない。前記受信されたフレーム同期は、
同一のスクランブリングコードを使用するＵＥ間の干渉を最小化するためのものであり、
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前記スロット同期は、相互異なるＯＶＳＦコードを利用して拡散し、同一のスクランブリ
ングコードを利用してスクランブリングする相互異なるＵＥの信号を前記ＯＶＳＦコード
の直交性を利用して区分するためのものである。前記初期同期化は、このようなフレーム
同期とスロット同期とを一致させるための過程である。
【００２４】
前述したように、それぞれのＤＬ _ＤＰＣＨは、相互異なるタイムオフセットτ D P C H , nを
有する。従って、前記Ｎｏｄｅ  Ｂで受信されるＵＬ _ＤＰＣＨ間に同期が一致せず、前記
初期同期化過程では、このようなＵＬ  ＤＰＣＨ間の非同期を調整して同期を一致させる
。従って、前記初期同期化の具体的の方法が提案されなければならない。
【００２５】
前述したように、ＵＳＴＳの場合、１個のセル内でＵＬ同期化を遂行し、また、ＵＳＴＳ
を使用しない通常のＤＰＣＨとは異なる特別のスクランブリングコード及びチャンネル区
分コードを使用するので、ハンドオーバのとき特別の方法が要求される。すなわち、通常
のＤＰＣＨの場合、ＵＬスクランブリングコードは、１つのＵＥが使用するようになって
いる反面、ＵＳＴＳの場合多数のＵＥが共有しており、また、通常のＤＰＣＨの場合、Ｄ
ＰＣＣＨ信号を拡散するためのＯＶＳＦコードのノード位置は、ＯＶＳＦコードツリーで
最上位のＳＦ２５６を使用している。しかし、ＵＳＴＳの場合その位置ではないこともあ
り、また、ＤＰＤＣＨ信号を拡散するためのＯＶＳＦコードのノード位置もＯＶＳＦコー
ドツリーでの通常のＤＰＣＨが使用するＯＶＳＦコードのノード位置と異なることもある
。しかし、ＵＳＴＳの場合、ＵＥが特別の同期化を遂行しているので、既存のＵＭＴＳシ
ステムがハンドオーバを遂行する場合、２以上の接続が相互違って動作する。従って、前
記既存のハンドオーバ方法では、ＵＳＴＳのためのハンドオーバを遂行することは不可能
である。そこで、前記ＵＳＴＳのための別途のハンドオーバ方法を必要とする。
【００２６】
また、前記ＵＳＴＳを支援するが、ＵＳＴＳモードで動作していない多数のＵＥ、すなわ
ち、ノーマルモード (normal mode)で動作するか、または前記ノーマルモード以外の他の
通信モード (non-USTS mode)で動作している多数のＵＥがＵＳＴＳを使用するＮｏｄｅ  Ｂ
へ進入したとき、前記Ｎｏｄｅ  Ｂで、前記ＵＥに対してＵＳＴＳモードへ転換するよう
にするモード転換方法が要求される。
【００２７】
【発明が解決しようとする課題】
従って、本発明の目的は、アップリンク同期伝送方式を使用するＣＤＭＡ通信システムで
同期化を遂行することができる方法を提供することにある。
本発明の他の目的は、ＣＤＭＡ通信システムでアップリンク同期伝送方式を使用するＵＥ
のアップリンク専用物理チャンネルのフレーム同期及びスロット同期を一致させることが
できる方法を提供することにある。
本発明のまた他の目的は、アップリンク同期伝送方式を使用するＣＤＭＡ通信システムで
ハンドオーバを遂行することができる方法を提供することにある。
【００２８】
本発明のさらに他の目的は、アップリンク同期伝送方式を使用するＣＤＭＡ通信システム
でＲＮＣとＮｏｄｅ  Ｂとの間にＵＥのハンドオーバを遂行するためのアップリンク同期
伝送のためのメッセージを通信することができる方法を提供することにある。
本発明のなお他の目的は、ＣＤＭＡ通信システムでアップリンク同期伝送方式を使用する
ＵＥのハンドオーバのとき、ＵＥとＮｏｄｅ  Ｂとの間の同期を継続して保持させること
ができる方法を提供することにある。
本発明のなおかつ他の目的は、アップリンク同期伝送方式ではない通信モードで動作して
いるＵＥに対してアップリンク同期伝送方式モードに転換する方法を提供することにある
。
【００２９】
【課題を解決するための手段】
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前記目的を達成するために、第１Ｎｏｄｅ  Ｂと前記第１Ｎｏｄｅ  Ｂとのセル領域内のＵ
Ｅとの間にＵＳＴＳ動作が行われ、前記第１Ｎｏｄｅ  Ｂのセル領域に隣接した第２Ｎｏ
ｄｅ  Ｂのセル領域と前記第１Ｎｏｄｅ  Ｂのセル領域とが重畳するハンドオーバ領域にＵ
Ｅが位置するとき、前記ＵＥが前記第２Ｎｏｄｅ  Ｂにハンドオーバできる移動通信シス
テムで、前記第１Ｎｏｏｄｅ  Ｂ及び第２Ｎｏｄｅ  Ｂに接続されたＲＮＣのハンドオーバ
制御方法を提供する。前記方法は、ＵＥに対する前記ハンドオーバが可能であるか否かを
判断するステップと、前記ハンドオーバが可能であれば、ＵＥのスクランブリングコード
、前記ＵＥと前記１Ｎｏｄｅ  Ｂとの間のデータ通信に使用している前記スクランブリン
グコードの開始点とアップリンクデータフレームの開始点との間の時間差を示すスクラン
ブリングコードタイムオフセット、前記データの伝送チャンネルを区分するチャンネル区
分コードを含むハンドオーバ情報を前記第２Ｎｏｄｅ  Ｂへ伝送するステップと、前記Ｒ
ＮＣが前記第２Ｎｏｄｅ  Ｂからハンドオーバが可能であるか否かを示すハンドオーバ情
報に対する応答メッセージを受信すると、前記ＵＥが前記第２Ｎｏｄｅ  Ｂへハンドオー
バするようにという要求を前記第１Ｎｏｄｅ  Ｂを通じてＵＥへ伝送するステップとから
なることを特徴とする。
【００３０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明による好適な実施形態を、添付図面を参照しつつ詳しく説明する。下記の説
明において、本発明の要旨のみを明瞭にするために公知の機能及び構成に対する詳細な説
明は省略する。
本発明の実施形態では、ＵＳＴＳを使用するＣＤＭＡ通信システムで、同一のスクランブ
リングコードを利用して信号をスクランブリングして伝送した各ＵＥのＵＬ  ＤＰＣＨが
Ｎｏｄｅ  Ｂに基準時間に到着するようにする同期化に対する具体的な方法を提案する。
前記ＵＬ  ＤＰＣＨの初期同期化に必要な過程は、大別して次の２つのステップに分けら
れる。ここで、ステップ１は、スロットまたは２５６＊ｍチップの単位 (ここで、ｍは整
数、例えば、ｍ =１ )で同期化するための過程であり、ステップ２は、スクランブリングコ
ード同期化過程である。
【００３１】
まず、スロットまたは２５６＊ｍチップ単位の同期化過程を説明する。例えば、ｍ =１の
場合、２５６チップの単位で同期を合わせる。
図３は、本発明の一実施形態によるＵＳＴＳの同期化による時間関係を示す図である。図
３は、Ｎｏｄｅ  ＢとＵＥとの伝播遅延がないことを仮定したもので、すなわち、Ｎｏｄ
ｅ  Ｂが伝送したＤＬ  ＤＰＣＨは、ＵＥが伝播遅延なく受信し、また、ＵＥが伝送したＵ
Ｌ  ＤＰＣＨは、Ｎｏｄｅ  Ｂによって伝播遅延なく到着することを仮定した図である。従
って、伝播遅延を考慮した場合、ＲＴＴを考慮しなければならない。しかし、伝播遅延が
存在するとしても、システムは、同一の方式にて動作するので、説明の便宜上、前記ＲＴ
Ｔを‘０’であると仮定する。また、図３のタイミング図は、ＵＥの内部的な時間と解釈
することができる。すなわち、ＣＰＩＣＨの時間及びＤＬ  ＤＰＣＨの時間は、ＵＥが受
信した時間を示し、ＵＬ  ＤＰＣＨ及び‘Ｔｉｍｅ  ｍｏｄｉｆｉｅｄＵＬ  ＤＰＣＨ’は
、ＵＥが伝送する時間を示すものと解釈することができる。
【００３２】
図３を参照すると、参照番号１１は、与えられたスクランブリングコードを共有するＵＥ
のうち、ｎ番目のＵＥに伝送するＤＬ  ＤＰＣＨの伝送時間を示す。前記ｎ番目のＵＥに
伝送するＤＬ  ＤＰＣＨ１１は、ＣＰＩＣＨまたはＰ－ＣＣＰＣＨのフレーム伝送時間よ
りタイムオフセットτ D P C H , nだけ遅延した後、伝送される。前記各ＤＰＣＨは、異なる伝
送時間を有する。参照番号１２は、ｎ番目のＵＥのＵＬ  ＤＰＣＨ信号の伝送時間を示す
。前記ＵＥは、ＤＬ  ＤＰＣＨを受信した後Ｔ 0時間でＵＬ  ＤＰＣＨを伝送する。従って
、ＵＥのそれぞれは、相互に異なるＵＬ  ＤＰＣＨの伝送時間を有する。前記ＵＳＴＳは
、ＵＬ  ＤＰＣＨ間の同期を一致させなければならない。そこで、前記ＵＳＴＳを利用し
て通信を遂行しようとする場合、前記ＵＬ  ＤＰＣＨの同期を一致させるための同期化過
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程が要求される。本発明の実施形態は、前記ＵＳＴＳモードで１個のスクランブリングコ
ードを使用する多数のＵＥから伝送されたＵＬ  ＤＰＣＨ間の同期を一致させるための方
法を開示する。ＵＳＴＳモードを初期化するための方法を前記ｍ =１０の場合を参照して
説明する。
【００３３】

前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、ＵＥから伝送されたＲＡＣＨ信号を受信すると、前記ＲＡＣＨ信号
の伝播遅延 (ＰＤ )値を測定する。前記測定されたＰＤ値は、前記Ｎｏｄｅ  ＢがＤＰＣＨ
を割り当てるとき使用される。
【００３４】

前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、与えられたＤＰＣＨのタイムオフセットτ D P C H , n、常数Ｔ 0、及びス
テップ１で測定した２＊ＰＤ値の和を２５６０に割った余りＫを計算する。ここで、前記
タイムオフセットτ D P C H , nは、Ｐ -ＣＣＰＣＨとＤＬ  ＤＰＣＨとの間の遅延時間 (または
時間差 )を示し、前記常数Ｔ 0は、前記ＵＥのＤＬ  ＤＰＣＨとＵＬ  ＤＰＣＨとの間の遅延
時間を示す。また、前記ＰＤ値は、伝播遅延値を示し、‘２５６０’は、１スロットを構
成するチップ数を示す。
【００３５】

前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記Ｋ値を利用して前記Ｌ値を計算した後、前記計算されたＬ値を
ＵＥに伝送する。前記Ｌ値を受信すると、前記ＵＥは、前記ＤＬ  ＤＰＣＨの受信時間か
らＴ 0時間を遅延した後、Ｌ時間の後ＵＬ  ＤＰＣＨを伝送する。
前記ステップ３は、ＵＥの同期をスロット (=２５６０チップ )単位で一致させるための過
程である。ここで、前記同期が２５６０チップのスロット単位で遂行されるとしても、前
記ＯＶＳＦコードの特性上、２５６チップの倍数単位で同期を遂行することもできる。２
５６０チップのスロット単位で同期を一致させる場合は、ｍ =１０の場合であり、すなわ
ち、２５６＊ｍチップの単位で同期を一致させる過程で特別の場合に該当する。このとき
、前記‘ｍ’値は、上位階層からのシグナリングメッセージを通じて提供されるか、また
は予め決定することができる。以下、２５６＊ｍチップの単位で同期を一致させる過程を
説明する。
【００３６】

前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、ＵＥから伝送されたＲＡＣＨ信号を受信すると、前記ＲＡＣＨ信号
の伝播遅延 (ＰＤ )値を測定する。前記測定されたＰＤ値は、前記Ｎｏｄｅ  ＢがＤＰＣＨ
を割り当てるとき使用される。前記ＰＤ値は、チップ単位で計算することができる。この
場合、前記ＰＤ値は、前記Ｎｏｄｅ  Ｂと前記ＵＥとの間の一方向伝播遅延時間を示す。
【００３７】

前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、与えられたＤＰＣＨのタイムオフセットτ D P C H , n、常数Ｔ 0、及びス
テップ１で測定した２＊ＰＤ値の和を２５６＊ｍに割った余りＫを計算する。
【００３８】

前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記Ｋ値を利用して前記Ｌ値を計算した後、前記計算されたＬ値を
ＵＥに伝送する。前記Ｌ値を受信すると、前記ＵＥは、前記ＤＬ  ＤＰＣＨの受信時間か
らＴ 0時間を遅延した後、Ｌ時間の後ＵＬ  ＤＰＣＨを伝送する。
【００３９】
ステップ２で、タイムオフセットτ D P C H， nは、２５６＊Ｋチップと予め定義され、前記
Ｔ 0値は、２５６＊４チップと予め定義される。従って、ｍ =１の場合、前記Ｋ値は、２＊
ＰＤを２５６ (すなわち、２＊ＰＤ  ｍｏｄ  ２５６ )で割った余りに相当する。ステップ３
で、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記Ｌ値の代わりＫ値をＵＥに直接伝送することができる。こ
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(ステップ１ ) ＲＡＣＨ信号から伝播遅延 (ＰＤ )値を測定する。

(ステップ２ ) Ｋ =(τ D P C H， n＋Ｔ 0＋２＊ＰＤ )ｍｏｄ２５６０の値を計算する。

(ステップ３ ) ＵＥへＬ =２５６０ -Ｋを伝送する。

(ステップ１ ) 伝播遅延 (ＰＤ )値の測定

(ステップ２ ) Ｋ =(τ D P C H， n＋Ｔ 0＋２＊ＰＤ )ｍｏｄ２５６＊ｍの計算

(ステップ３ ) ＵＥへのＬ =２５６＊ｍ -Ｋの伝送



のような場合、前記ＵＥは、前記Ｋ値からＬ値を計算することもでき、または、Ｋ値を直
接利用することもできる。
【００４０】
前記Ｌ値またはＫ値が基準値 (例えば、１２８ )より小さい場合、前記Ｎｏｄｅ  ＢはＫ (ま
たはＬ )を伝送して、ＵＥが前記Ｋ (または２５６ -Ｌ )値だけ前に信号を伝送するようにす
る。しかし、前記基準値より大きければ、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、＋Ｋ (または＋Ｌ )を伝送
してＵＥが前記Ｌ値だけ後に信号を伝送するようにする。前記Ｎｏｄｅ  Ｂから伝送され
たＫ値またはＬ値を受信すると、ＵＥは、前記のように、ＤＬ  ＤＰＣＨの受信時間から
Ｔ 0時間が遅延してからＬ時間の後ＵＬ  ＤＰＣＨを伝送する方法の代わりに、前記受信さ
れたＫ値を利用してＤＬ  ＤＰＣＨの受信時間の後、Ｔ 0 -Ｋ時間にＵＬ  ＤＰＣＨを伝送す
ることもできる。従って、前記Ｌ値またはＫ値を受信したＵＥは、前述したような方法で
、Ｋ値またはＬ値を求めた後ＵＬ  ＤＰＣＨを伝送するようになる。
【００４１】
前記Ｌ値またはＫ値を伝送する方法で、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記ＵＥの時間調整値を最
小化するために、例えば、前記ｍ =１の場合、１２８チップ以下の時間調整値を設定する
ことができる。例えば、前記Ｋ値が前記１２８チップより小さい場合、前記Ｎｏｄｅ  Ｂ
は、Ｋ値をＵＥに直接伝送する。前記１２８より小さい値を有するＫ値を受信したＵＥは
、前述したように、ＤＬ  ＤＰＣＨの受信時間からＴ 0 -Ｋ時間の後にＵＬ  ＤＰＣＨを伝送
する。前記Ｋ値が１２８より大きいかまたは同じである場合、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記
Ｌ (Ｌ =２５６ -Ｋ )値を負の符号 (negative sign)とともに伝送する。前記Ｌ値を受信した
ＵＥは、ＤＬ  ＤＰＣＨの受信時間からＴ 0 +Ｌ時間の後ＵＬ  ＤＰＣＨを伝送する。
【００４２】
前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記Ｌ値またはＫ値を伝送する代わりに、前記ＰＤ値を直接ＵＥに
伝送することができる。このような場合、前記Ｎｏｄｅ  Ｂが伝送した前記ＰＤ値をＵＥ
が直接受信する場合、前記ＵＥは、タイムオフセットτ D P C H， n及びＴ 0値を考慮して、前
記ＵＬ  ＤＰＣＨを伝送するとき前記受信されたＰＤ値を利用することができる。例えば
、前記ＰＤ値を受信するＵＥは、ＤＬ  ＤＰＣＨを受信した後、Ｔ 0値から２＊ＰＤ値を引
いた値であるＴｏｆｆ値を利用してＵＬ  ＤＰＣＨを伝送することができる。または、シ
ステムで与えられた共通伝播遅延値を前記Ｔｏｆｆ時間に付加した値だけをさらに遅延さ
せてＵＬ  ＤＰＣＨを伝送することもできる。
【００４３】
すなわち、前記共通伝播遅延値Ｔ _ａｌｌは、同一のセルまたは同一のＵＳＴＳスクラン
ブリングコードを使用するすべてのＵＥが共有しており、Ｎｏｄｅ  Ｂに受信されるＵＬ  
ＤＰＣＨがすべてのＵＥから一定の遅延を有するようにする値であると定義される。例え
ば、前記共通伝播遅延値Ｔ _ａｌｌは、各セルでセルの半径を考慮して最大ＰＤであると
定義されることができる。前記のように、前記ＵＥがＤＬ  ＤＰＣＨの受信の後、前記Ｔ
ｏｆｆ時間及び前記Ｔ _ａｌｌ時間が経過してからＵＬ  ＤＰＣＨを伝送する場合、前記Ｎ
ｏｄｅ  Ｂは、各ＵＥからＤＬ  ＤＰＣＨを伝送した後、Ｔ 0時間及びＴ _ａｌｌ時間が経過
してからＵＬ  ＤＰＣＨを受信する。このために、前記Ｎｏｄｅ  ＢがＵＥに共通伝播遅延
値Ｔ _ａｌｌ及びＰＤ値を伝送することができる。
【００４４】
また、前記Ｎｏｄｅ  Ｂが前記共通伝播遅延値Ｔ _ａｌｌ及び伝播遅延値ＰＤを考慮して、
ＵＥがＴ 0時間の後追加的に考慮すべき追加遅延値Ｔ _ａｄｄを計算し、前記計算された前
記追加遅延値Ｔ _ａｄｄを伝送することもできる。前記追加遅延値Ｔ _ａｄｄは、次のよう
な式によって求めることができる。
Ｔ _ａｄｄ =Ｔ _ａｌｌ＋Ｔｏｆｆ -Ｔ 0 =Ｔ _ａｌｌ -２＊ＰＤ
【００４５】
従って、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記Ｔ _ａｄｄ値をＵＥに伝送し、ＵＥは、ＤＬ  ＤＰＣＨ
の受信の後、Ｔ 0時間の後Ｔ _ａｄｄ値を追加的に考慮してＵＬ  ＤＰＣＨを伝送する。従
って、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、各ＵＥにＤＬ  ＤＰＣＨを伝送した後、Ｔ 0時間及び共通伝播
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遅延値Ｔ _ａｌｌが経過した後ＵＬ  ＤＰＣＨを受信することができる。また、前記ＵＥは
、前記Ｎｏｄｅ  Ｂが伝送したＰＤ値を利用して前記Ｋ値及びＬ値を計算することができ
、ＤＬ  ＤＰＣＨフレームの開始点からＴｏｆｆ１ (=Ｔ 0 -Ｌ )時間の後、ＵＬ  ＤＰＣＨを
伝送することができる。
【００４６】
前記Ｔ _ａｄｄ値を利用する場合、前記Ｎｏｄｅ  Ｂが前記Ｔ _ａｌｌ値をすでに知ってい
るときＵＬ  ＤＰＣＨを容易に受信することができる。前記Ｔ _ａｌｌ値は、セル別に与え
るか、またはＵＳＴＳグループ別に与えることができる。前記Ｔ _ａｄｄ値は、Ｎｏｄｅ  
Ｂ内のＲＮＣによって決定することができ、ＲＮＣからＮｏｄｅ  Ｂへ伝送されてＮｏｄ
ｅ  ＢがＵＬ  ＤＰＣＨを容易に受信することができるようにする。
【００４７】
次に、スクランブリングコード同期化過程を説明する。
図３の参照番号１３は、前記スロットまたは２５６チップの同期化されたｎ番目ＵＥのＵ
Ｌ  ＤＰＣＨの伝送時間を示す。従って、前記ｎ番目ＵＥのＵＬ  ＤＰＣＨをＮｏｄｅ  Ｂ
が受信するとスロット同期化が行われる。前記ＵＥがＲＡＣＨ信号を伝送した後、ＵＬ  
ＤＰＣＨを伝送する時点までの時間の間、ＵＥの移動性によって発生した同期誤りは、ト
ラッキング過程 (tracking process)を遂行して修正することができる。
【００４８】
そして、図３の参照番号１４、１５、及び１６は、異なるタイムオフセットτ D P C H， n + 1

を有するｎ＋１番目ＵＥのＤＰＣＨ伝送時間を示す。前記ｎ＋１番目ＵＥのスロット同期
方法も前記ｎ番目ＵＥと同一の方法でスロット同期化が遂行される。
このような方法によって、１個のスクランブリングコードを共有する多数のＵＥ間のスロ
ット同期を一致させることができる。しかし、前記スロット同期を一致させるとしても、
フレーム同期 (Frame synchronization)は、タイムオフセットτ D P C H， n + 1によって一致し
ないこともある。ここで、前記ＵＳＴＳを使用するグループ内のＵＥが１個のスクランブ
リングコードを使用するためには、前記ＵＥが使用するスクランブリングコードを一致 (
または同期 )させなければならない。
【００４９】
図３の参照番号１７は、前記多数のＵＥ間のスクランブリングコードを一致させるための
方法を示す。前記Ｎｏｄｅ  ＢがＵＬ  ＤＰＣＨを受信する時点で、１個のスクランブリン
グコードを使用するＵＳＴＳグループ内に属するＵＥに対するスクランブリングコードの
同期を一致させるためには、前記スクランブリングコードの同期のための別途の作業が必
要である。ここで、前記“スクランブリングコードの同期 (synchronization of the scra
mbling codes)”とは、同一の時点でスクランブリングコードの開始時点が一致すること
を意味する。すなわち、前記スクランブリングコードの同期は、スクランブリングコード
Ｃ (ｉ )の開始点Ｃ (０ )が一致することを意味する。ここで、ｉ =０，１，．．，３８３９
９である。
【００５０】
前述したように、スロットまたは２５６＊ｍチップの単位で同期を一致させる過程のみで
は、スクランブリングコードの同期を一致させることができない。従って、前記スクラン
ブリングコードの同期は、共通の基準時間をおいて前記スクランブリングコードの開始時
点を一致させなければならない。図３は、前記スクランブリングコードを同期させる場合
、参照番号１７のようにＣＰＩＣＨまたはＰ -ＣＣＰＣＨのフレーム開始点を前記共通の
基準時間として使用する例を示す。
【００５１】
前記ＣＰＩＣＨまたはＰ -ＣＣＰＣＨのフレーム開始点を共通の基準時間として使用する
場合、前記ＵＳＴＳグループ内の各ＵＥは、ＣＰＩＣＨまたはＰ -ＣＣＰＣＨのフレーム
開始点に同期を一致させてスクランブリングコードの生成を開始する。例えば、前記ｎ番
目ＵＥは、ＵＬ  ＤＰＣＨのフレーム同期が４番目スロットＳｌｏｔ＃３で開始される。
このとき、前記ｎ番目ＵＥのフレーム開始点が４番目スロット (すなわち、Ｓｌｏｔ＃３ )
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であるとしても、スクランブリングコードの開始点は、１番目スロット (Ｓｌｏｔ＃０ )に
一致させなければならない。すなわち、前記スクランブリングコードの開始点とＵＬ  Ｄ
ＰＣＨのフレーム開始点とを一致させない方式である。従来の方法では、前記ＵＬ  ＤＰ
ＣＨのフレーム開始点と前記スクランブリングコードの開始点とは一致する。しかし、本
発明の実施形態は、前記ＵＬ  ＤＰＣＨのフレーム開始点とスクランブリングコードの開
始点とを分離させる方法を利用して、前記ＵＳＴＳのためのスクランブリングコードの開
始点を一致させることができる。
【００５２】
以下、ｎ番目ＵＥを参照して前記スクランブリングコードの同期過程を説明する。
従来技術では、前記ＵＬ  ＤＰＣＨのフレーム開始点とスクランブリングコードの開始点
とが一致するので、前記ｎ番目ＵＥは、４番目スロット (Ｓｌｏｔ＃３ )でＣ (０ )から開始
するスクランブリングコードを使用する。しかし、本発明の実施形態では、前記Ｐ -ＣＣ
ＰＣＨのフレーム開始点を共通基準時間として使用するので、前記ｎ番目ＵＥは、１番目
スロット (Ｓｌｏｔ＃０ )でＣ (０ )から開始するスクランブリングコードを使用するために
、前記４番目スロット (Ｓｌｏｔ＃３ )から開始するＵＬ  ＤＰＣＨのフレーム開始点で発
生したスクランブリングコードを認知しなければならない。前記スクランブリングコード
がスロット当たり２５６０チップで構成されるので、４番目スロット (Ｓｌｏｔ＃３ )から
開始するＵＬ  ＤＰＣＨフレームを有するＵＥは、Ｃ (３＊２５６０ )から開始するスクラ
ンブリングコードを使用し、前記１番目スロット (Ｓｌｏｔ＃０ )でＣ (０ )から再び開始す
るスクランブリングコードを使用する。すなわち、前記ＵＥがスクランブリングコードＣ
(ｉ )(ここで、ｉ =０，１，．．，３８３９９ )をＤ (ｉ )=Ｃ ((ｉ＋３＊２５６０ ) modulo 
３８４００ (ここで、ｉ =０，１，．．，３８３９９ )に変更して、前記４番目スロット (Ｓ
ｌｏｔ＃３ )のフレーム開始点で始めるＤ (０ )から前記スクランブリングコードＤ (ｉ )を
開始する。
【００５３】
従って、各ＵＥは、前記タイムオフセットτ D P C H， n及びＬ値に基づいて、前記ＵＬ  ＤＰ
ＣＨのフレーム開始点を算出した後、Ｓｌｏｔ＃ｍに対応するフレーム開始点の場合、ス
クランブリングコードをＤ (ｉ )=Ｃ ((ｉ＋ｍ＊２５６０ ) modulo ３８４００ )(ここで、ｉ
=０，１，．．，３８３９９ )に変更してＤ (０ )から始まるスクランブリングコードをフレ
ーム開始点から使用する。
前記説明では、前記共通の基準時間は、Ｐ -ＣＣＰＣＨのフレーム開始点として定義され
る。しかし、前記共通の基準時間は、前記Ｎｏｄｅ  Ｂが決定してＵＳＴＳを使用するＵ
Ｅに放送 (broadcast)することもできる。
【００５４】
そして、前記共通の基準時間を決定する他の例として、同一のスクランブリングコードを
使用するＵＳＴＳグループのＵＥに対して、一番目に割り当てられるＵＥのフレーム開始
点を共通の基準時間であると定義する。図３を参照すると、ｎ番目ＵＥ及びｎ＋１番目Ｕ
Ｅのみが与えられたスクランブリングコードを使用する。前記ｎ番目ＵＥが先にチャンネ
ルを割り当てられた場合、前記ＵＥは、スクランブリングコードをＤ (ｉ )=Ｃ ((ｉ＋ｍ＊
２５６０ )モジュロ３８４００ )(ここで、ｉ =０，１，．．，３８３９９ )に変更してＤ (０
)から始まるスクランブリングコードを共通の基準時間としてのフレーム開始点から使用
する。そして、ｎ＋１番目ＵＥのフレーム開始点、すなわち、４番目スロット (Ｓｌｏｔ
＃３ )をスクランブリングコード開始点として定義することもできる。従って、前記Ｎｏ
ｄｅ  Ｂは、ｎ＋１番目ＵＥに前記４番目スロット (Ｓｌｏｔ＃３ )が共通の基準時間であ
ることを示す情報を伝送して前記ｎ＋１番目ＵＥが同期を一致させるようにする。
【００５５】
前述したスクランブリングコード同期方法は、スロット同期化を仮定した場合であり、前
記２５６＊ｍチップの単位で同期化が遂行される場合、前記スクランブリングコード同期
方法は次のようである。前記２５６＊ｍチップ単位の同期化過程で、前記ＵＥは、Ｌ値、
Ｋ値、またはＰＤ値を利用してＵＬ  ＤＰＣＨの伝送時間を決定する。前記ＵＥ及びＮｏ
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ｄｅ  Ｂは、前記タイムオフセット値τ D P C H， n及びＴ 0値を共有しているので、Ｌ、Ｋ、
及びＰＤ値によって、２５６＊ｍチップの単位で同期がどのように一致したかを認知する
ことができる。従って、前記ＰＤ値またはＬ値に基づいてスクランブリングコード開始点
を探すことができる。
【００５６】
例えば、
（１）τ D P C H， n =２５６＊２５チップ
（２）Ｔ 0 =２５６＊４チップ
（３）ＰＤ =１０００チップ
（４）ｍ =１
とすると、前記Ｌ値は、次のように計算される。
Ｌ =２５６ -[(τ D P C H， n＋Ｔ 0＋ＰＤ )モジュロ２５６ ]=２３２
【００５７】
前記ＵＥは、２５６チップ単位の同期化のために前記計算したＬ値を利用する。すなわち
、前記ＵＥは、受信されたＤＬ  ＤＰＣＨのフレーム開始点からＴ 0＋Ｌ値の遅延の後、Ｕ
Ｌ  ＤＰＣＨフレームの伝送を開始する。また、前記スクランブリングコード同期化のた
めに、前記ＵＥは、受信されたＰ -ＣＣＰＣＨのフレーム開始点を利用してスクランブリ
ングコードオフセットを決定する。また、Ｎｏｄｅ  Ｂから受信された前記ＰＤ値を利用
してスクランブリングコードオフセットを決定することもできる。ここで、前記スクラン
ブリングコードオフセットは、基準時間と指定されたスクランブリングコードの開始点と
現在該当ＵＥのスクランブリングコードの開始点との時間差を意味する。すなわち、前記
ＵＥは、スクランブリングコードをＤ (ｉ )=Ｃ ((ｉ＋ｏｆｆｓｅｔ _ｓｃ ) modulo ３８４
００ )に変更して、Ｄ (０ )から始まるスクランブリングコードをフレームの開始点から使
用する。前記スクランブリングコードオフセット値 (ｏｆｆｓｅｔ _ｓｃ )は、次のような
式１によって計算される。
ｏｆｆｓｅｔ _ｓｃ =τ D P C H， n＋Ｔ 0＋２＊ＰＤ＋Ｌ　　　（１）
【００５８】
前述したように、式１での前記Ｌ値は次のような値を有する。
(例１ ) Ｌ =２５６＊ｍ -((τ D P C H， n＋Ｔ 0＋２＊ＰＤ )ｍｏｄ２５６＊ｍ )
従って、前記ｏｆｆｓｅｔ _ｓｃ値は、２５６＊ｍチップの倍数であることを確認するこ
とができる。式１での前記Ｌ値は、次のような式によって計算することもでき、これは、
前記２５６＊ｍチップ単位の同期化の他の実施形態のうち１つである。
(例２ ) Ｌ = -((τ D P C H， n＋Ｔ 0＋２＊ＰＤ )ｍｏｄ２５６＊ｍ )
【００５９】
前記Ｌ値は、次のように一般的の値であると定義することもできる。
(例３ ) Ｌ = Ｋ -((τ D P C H， n＋Ｔ 0＋２＊ＰＤ )ｍｏｄ２５６＊ｍ )
前記式で、Ｋ値は、２５６＊ｍの倍数のうち１つであり、Ｎｏｄｅ  Ｂが決定することが
できる。特に、前記Ｋ値が２５６＊ｍの倍数ではない場合は、２５６＊ｍチップ単位の同
期化ではない他の同期化が必要であることもある。前記 (例１ )は、前記Ｋ値が２５６＊ｍ
チップの場合に対応し、前記 (例２ )は、前記Ｋ値が０の場合に対応する。そして、前記式
で、すべての値は、チップ単位で測定されて計算される。しかし、前記値が (１／ｋ )チッ
プの単位で測定されて計算される場合、前記ＰＤ値は、 (１／ｋ )チップの単位まで精密に
測定することができる。この場合、前記式で、‘ｍｏｄ  ２５６＊ｍ’は、‘ｍｏｄ  ２５
６＊ｍ＊ｋ’に置き換えられなければならない。
【００６０】
前記オフセット値は、ＵＥが直接計算を通じて得ることもでき、またはＮｏｄｅ  Ｂが直
接ＵＥに伝送することもできる。前記Ｎｏｄｅ  Ｂが前記オフセット値を直接ＵＥに伝送
する場合、前記オフセット値を直接伝送するか、または前記スロットまたは２５６＊ｍチ
ップ単位の同期化過程でＮｏｄｅ  Ｂから受信した情報を利用してオフセット値を計算す
ることもできる。前記オフセットを直接伝送する場合、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、ＵＥが他の
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情報などを利用してすでにτ D P C H， n及びＴ 0を知っているので、前記ＰＤ値及びＬ値のみ
を伝送することもできる。または、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、２＊ＰＤ +Ｌ値をｏｆｆｓｅｔ０
であると定義して伝送し、前記値を利用して、ＵＥがスクランブリングコードオフセット
(ｏｆｆｓｅｔ _ｓｃ )値をＵＥが直接計算を通じて得ることができる。前記スロットまた
は２５６＊ｍチップ単位の同期化動作過程でＮｏｄｅ  Ｂが伝送する情報がＬ値である場
合、またはＬ値が計算されることができる場合は、ＰＤ値のみを追加的に伝送することも
できる。
【００６１】
例えば、前記２５６＊ｍチップ単位の同期化過程で、前記オフセット値ｏｆｆｓｅｔ _ｓ
ｃは、次のような式によって受信されたＴ _ａｄｄ値に基づいて計算される。
ｏｆｆｓｅｔ _ｓｃ =τ D P C H， n＋Ｔ 0 +２＊ＰＤ + Ｔ _ａｄｄ
【００６２】
すなわち、前記式でＴ _ａｄｄは、前記式１のＬの役割を行う。前記ｏｆｆｓｅｔ _ｓｃを
計算するためには、ＵＥがＰＤ値を必要とすることを前記式から分かる。結論的に、Ｎｏ
ｄｅ  Ｂは、スクランブリングコードの同期化のために、前記ｏｆｆｓｅｔ _ｓｃをＵＥに
直接伝送するか、またはスロットまたは２５６＊ｍチップ単位の同期化過程を通じて前記
ＰＤ値をＵＥに伝送する。
【００６３】
前記式で、Ｔ _ａｄｄ =Ｔ _ａｌｌ -２＊ＰＤ、２＊ＰＤ＋Ｔ _ａｄｄであると定義すること
ができるので、２＊ＰＤ +Ｔ _ａｄｄ値は、Ｔ _ａｌｌ値に取り替えることができる。従っ
て、ｏｆｆｓｅｔ _ｓｃ =τ D P C H， n＋Ｔ 0 +Ｔ _ａｌｌである。従って、ＲＮＣは、ＵＥに前
記ＰＤ値を伝送する代わりにＴ _ａｌｌ値を伝送することもできる。前記Ｔ _ａｌｌ値が各
セルで１つの値であると定義する場合、Ｔ _ａｌｌ値は、放送情報、すなわち、セル情報
を通じて予めＵＥに伝送してＵＥが前記値を予め認識することができる。このような場合
、ＵＳＴＳサービスの開始のとき、Ｔ _ａｌｌ値を直接伝送せず、放送情報を通じて受信
した情報を利用するようにすることもできる。
【００６４】
以下、前記Ｔ _ａｄｄの値を使用する方法について、本発明の実施形態を参照して説明す
る。
(ステップ１ )：Ｎｏｄｅ  Ｂは、ＵＥから受信したＲＡＣＨデータを利用してＰＤ値を測
定し、前記値をＲＮＣに伝送する。このとき、ＵＥの情報を受信するＲＮＣは、“ Servin
g ＲＮＣ (ＳＲＮＣ )”と称される。そして、前記ＵＥは、ＳＲＮＣにＵＳＴＳを利用する
サービス要請を伝送することができる。
【００６５】
(ステップ２ )：ＵＥからＵＳＴＳサービス要請を受信したＳＲＮＣは、Ｎｏｄｅ  Ｂから
受信した該当ＵＥのＰＤ値を利用してＴ _ａｄｄ値を決定する。このとき、本発明による
と、Ｔ _ａｄｄ値は、Ｔ _ａｌｌ値を利用して得ることができる。Ｔ _ａｌｌ値は、セルま
たはＵＳＴＳグループによって相互異なる値を有することができ、このような値は、該当
Ｎｏｄｅ  Ｂを制御するＲＮＣが決定することができる。このとき、Ｎｏｄｅ  Ｂを制御す
るＲＮＣを“ Controlling ＲＮＣ (ＣＲＮＣ )”と称する。前記ＳＲＮＣがＣＲＮＣと異な
る場合、前記ＣＲＮＣに該当するＲＮＣを該当ＵＥの“ Drift ＲＮＣ (ＤＲＮＣ )”と称す
る。従って、ＳＲＮＣがＣＲＮＣと異なる場合、前記ＳＲＮＣは、ＤＲＮＣにＴ _ａｌｌ
値について問い合わせなければならず、前記ＤＲＮＣは、前記Ｔ _ａｌｌ値を前記ＳＲＮ
Ｃへ伝送する。このとき使用されるメッセージは、ＲＮＳＡＰメッセージのうち無線リン
ク設定応答メッセージ (Radio Link Setup Response Message)、無線リンク付加応答メッ
セージ (Radio Link Addition Response Message)、または無線リンク再構成準備メッセー
ジ (Radio Link Reconfiguration Prepare Message)であってよい。
【００６６】
従って、前記Ｔ _ａｄｄの値は、ＳＲＮＣとＣＲＮＣとが同一の場合と同一ではない場合
には、違った決定がされる。
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前記ＳＲＮＣは、Ｎｏｄｅ  Ｂから受信したＰＤ値及び内部で決定したＴ _ａｌｌ値を利用
してＴ _ａｄｄ値を決定する。前記ＳＲＮＣは、Ｎｏｄｅ  ＢにＴ _ａｌｌ値などのＵＳＴ
Ｓサービスに必要な情報を伝送する。このとき使用するＮＢＡＰメッセージは、無線リン
ク設定要求メッセージまたは無線リンク再構成準備メッセージになることができる。
【００６７】
前記 (ケース１．１ )で、前記ＳＲＮＣは、ＤＲＮＣに該当ＵＥがＵＳＴＳサービスを支援
するか否かに対する情報を伝送する。このとき使用するＲＮＳＡＰメッセージは、無線リ
ンク設定要求メッセージまたは無線リンク再構成準備メッセージになることができる。前
記メッセージを受信すると、前記ＤＲＮＣは、応答メッセージを利用して前記ＳＲＮＣに
Ｔ _ａｌｌ値を伝送する。このとき使用するＲＮＳＡＰメッセージは、無線リンク設定応
答メッセージまたは無線リンク再構成準備メッセージになることができる。このとき、前
記ＤＲＮＣは、Ｔ _ａｌｌ値を前記Ｎｏｄｅ  Ｂに伝送して、前記Ｎｏｄｅ  ＢがＵＬ  ＤＰ
ＣＨを受信するよう準備させることができる。前記ＤＲＮＣは、Ｎｏｄｅ  ＢへＵＳＴＳ
に関連した情報も伝送する。前記ＵＳＴＳに関連した情報は、ＮＢＡＰメッセージである
無線リンク設定要求メッセージ及び無線リンク再構成準備メッセージになることができる
。
【００６８】

前記ＳＲＮＣは、前記ＤＲＮＣにＴ _ａｌｌ値を要請しなければならない。または、ＰＤ
値を前記ＤＲＮＣに伝送して前記ＤＲＮＣからＴ _ａｄｄ値を受信することができる。
前記 (ケース１．２ )で、前記ＳＲＮＣは、ＵＳＴＳが使用されるか否かに対する情報とと
もに前記ＤＲＮＣに前記ＰＤ値を伝送する。このとき使用するＲＮＳＡＰメッセージは、
無線リンク設定要求メッセージまたは無線リンク再構成準備メッセージになることができ
る。前記メッセージを受信したＤＲＮＣは、Ｔ _ａｌｌ値を利用してＴ _ａｄｄ値を決定し
て前記ＳＲＮＣへ伝送する。このとき使用するＲＮＳＡＰメッセージは、無線リンク設定
応答メッセージまたは無線リンク再構成準備メッセージ (Radio Link Reconfiguration Re
ady message)になることができる。このとき、前記ＤＲＮＣは、前記Ｎｏｄｅ  ＢへＴ _ａ
ｌｌ値を伝送してＵＬ  ＤＰＣＨの受信を準備させるようにする。前記ＤＲＮＣは、前記
Ｎｏｄｅ  ＢへＵＳＴＳに関する情報も伝送する。このとき伝送する情報は、ＮＢＡＰメ
ッセージである無線リンク設定要求メッセージ及び無線リンク再構成準備メッセージにな
ることができる。
【００６９】
(ステップ３ )：前記ＳＲＮＣは、決定されたＴ _ａｄｄ値またはＤＲＮＣから受信したＴ _
ａｄｄ値をＵＥに伝送する。このとき伝送するＴ _ａｄｄ値は、ＵＥ内でスロットまたは
２５６＊ｍチップ単位の同期化動作に利用される。前記Ｔ _ａｄｄ値とともに、前記ＳＲ
ＮＣは、前記ＵＥへＰＤ値または前記定義されたｏｆｆｓｅｔ _ｓｃ値を伝送する。この
値は、ＵＥ内でスクランブリングコード同期化に利用される。前記ＳＲＮＣは、前記ＰＤ
値の代わりにＴ _ａｌｌ値を伝送することもできる。一方、前記Ｔ _ａｌｌ値が放送情報を
通じて前記ＵＥへ伝送される場合、前記ＳＲＮＣは、前記Ｔ _ａｌｌ値の伝送を省略する
ことができる。
【００７０】
前記 (ステップ２ )で、前記Ｔ _ａｌｌ値のようなＵＳＴＳに関する情報を受信したＮｏｄ
ｅ  Ｂは、ＤＬ  ＤＰＣＨの伝送とＵＬ  ＤＰＣＨの受信を開始する。前記 (ステップ３ )で
、前記Ｔ _ａｄｄ値及びＰＤ  (またはｏｆｆｓｅｔ _ｓｃ )値などのＵＳＴＳに関連した情
報を受信したＵＥは、Ｎｏｄｅ  ＢからのＤＬ  ＤＰＣＨの受信とＵＬ  ＤＰＣＨの伝送を
開始する。
前記スクランブリングコード同期化方法を利用すると、Ｐ -ＣＣＰＣＨが共通の基準時間
として設定されるので、ＵＳＴＳサービスを支援するすべてのＵＥのスクランブリングコ
ード開始点がＮｏｄｅ  Ｂで同一の位置に到着することができる。
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(ケース１．１ ) ＳＲＮＣとＣＲＮＣが同一の場合

(ケース１．２ ) ＳＲＮＣとＣＲＮＣが同一ではない場合



【００７１】
優先的に割り当てられたＵＥに同期を一致させてスクランブリングコードを一致させるこ
ともできる。このような場合、スクランブリングコードの一致のための上位階層の信号を
通じて情報を追加的に伝送する必要がある。前記ＲＮＣは、それぞれのＵＥに同期化のた
めに直接的に情報を伝送することができる。すなわち、前記ＲＮＣは、２５６＊ｍチップ
単位の同期化のためにＬ値などを伝送することができ、スクランブリングコード同期化の
ために基準ＵＥの同期化情報を伝送することができる。例えば、前記ＲＮＣは、前記ｏｆ
ｆｓｅｔ _ｓｃ値を直接的に伝送することもできる。
【００７２】
以下、前記優先的に割り当てられたＵＥに同期してスクランブリングコードを一致させる
方法について説明する。
前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、ＵＳＴＳのための１個のスクランブリングコードが最初割り当てら
れたＵＥのためのオフセット値を‘０’に設定する。すなわち、一番目のＵＥは、ＵＬ  
ＤＰＣＨのために特定のスクランブリングコードを同期化する代わりに、フレーム開始点
とスクランブリングコード開始点とを一致させる。
【００７３】
一方、複数のＵＥが使用中のスクランブリングコードにＵＳＴＳチャンネルを割り当てる
場合、新たに接続するＵＥは、スクランブリングコード同期化のためのオフセット値をＮ
ｏｄｅ  Ｂから受信する。このとき、前記受信されたオフセット値は、優先的に割り当て
られたＵＥを基準にして計算することができる。この場合、各ＵＥは、スロットまたは２
５６＊ｍチップ単位の同期化過程を通じてチャンネル区分コードのための同期化が一次的
に行われるので、２５６＊ｍチップの単位でオフセット値を計算することができる。ここ
で、前記チャンネル区分コードは、ＣＤＭＡシステムでチャンネルを区分するのに使用さ
れるＯＶＳＦコードである。
【００７４】
図３を参照して、前述した同期化過程を説明する。図３に示すように、ｎ番目ＵＥをＵＳ
ＴＳスクランブリングコードが最初割り当てられたＵＥであると仮定し、また、初期の同
期化過程で、スロットまたは２５６＊ｍチップ単位の同期化過程でｍ =１０であると仮定
する。図３を参照すると、ｎ番目ＵＥは、スロット同期を合わせた後、フレーム開始点と
スクランブリングコード開始点とをＳｌｏｔ＃２に一致させる。すなわち、オフセット値
が‘０’である。また、ｎ＋１番目ＵＥは、スロット同期を合わせた後フレーム開始点を
Ｓｌｏｔ＃３に一致させる。ｎ番目ＵＥとスクランブリングコードとを同期化するために
、前記スクランブリングコードは、１スロットまたは２５６＊１０チップのオフセットと
の同期化を遂行する。すなわち、Ｓｌｏｔ＃２に前記スクランブリングコード開始点を一
致させる。その後、前記ｎ＋１番目ＵＥのためのオフセット値は、２５６＊１０チップに
なる。
【００７５】
図４は、本発明の実施形態によるＵＥのスクランブリングコード同期化装置の構造を示す
。図４を参照すると、スクランブリングコード生成器２０は、与えられた共通の基準時間
に同期を一致させてスクランブリングコードを生成する。すなわち、前記スクランブリン
グコード生成器２０は、Ｐ _ＣＣＰＣＨのフレーム開始点を共通の基準時間であると定義
した場合、前記Ｐ -ＣＣＰＣＨの一番目スロットＳｌｏｔ＃０でＣ (０ )から始めるスクラ
ンブリングコードを生成する。また、前記スクランブリングコード生成器２０は、一番目
ＵＥのフレーム開始点が共通の基準時間と設定される場合、前記一番目ＵＥのフレーム開
始点になるスロットでＣ (０ )から開始するスクランブリングコードを生成する。ここで、
前記Ｐ _ＣＣＰＣＨのフレーム開始点は、図４に示すように、ＵＥが受信するＰ _ＣＣＰＣ
Ｈのフレーム開始点は、ＰＤ値が０であることを前提として設定される。しかし、実際の
状況でＰＤ値が０ではない場合、前記ＵＥは、前記Ｐ _ＣＣＰＣＨのフレーム開始点から
２＊ＰＤチップだけの時間前の時点をＰ _ＣＣＰＣＨのフレーム開始点と仮定してスクラ
ンブリングコードをＣ (０ )から生成する。
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【００７６】
制御器２１は、上位階層からフレーム開始点に対する時間情報を受信する。前記フレーム
開始点は、タイムオフセット値τ D P C H， n及びＰＤ値に基づいて計算される。例えば、図
３で、ｎ番目ＤＰＣＨを伝送するＵＥのフレーム開始点はＳｌｏｔ＃３になり、ｎ＋１番
目ＤＰＣＨを伝送するＵＥのフレーム開始点はＳｌｏｔ＃４になる。前記制御器２１は、
前記時間情報に基づいてフレーム生成器２２及びスイッチ２３にフレーム開始点情報を伝
送してＵＬ  ＤＰＣＨの伝送を開始するように制御する。前記フレーム生成器２２は、前
記制御器２１からフレームの開始点に対する情報を受信した後、与えられた時間にフレー
ムの生成を開始してスクランブラー (Scrambler)２４へフレームを伝送する。前記スイッ
チ２３は、前記制御器２１からフレームの開始点に対する情報を受信した後、前記スクラ
ンブリングコード生成器２０から生成されたスクランブリングコードをスクランブラー２
４へ伝送する。前記スクランブラー２４は、前記フレーム生成器２２から受信したフレー
ムを前記スクランブリングコード生成器２０から受信したスクランブリングコードを利用
して拡散する。その結果、前記ＤＰＣＨフレームは、２＊ＰＤ＋τ D P C H， n＋Ｔ O＋Ｔ _ａ
ｄｄ時点で発生するスクランブリングコードでスクランブリングされる。すなわち、前記
ＤＰＣＨフレームは、Ｃ (２＊ＰＤ＋τ D P C H， n＋Ｔ O＋Ｔ _ａｄｄ )から開始されるスクラ
ンブリングコードでスクランブリングされる。
【００７７】
前記のようなスクランブリングコード同期化装置の動作を説明すると、前記制御器２１は
、フレームの開始点で前記フレーム生成器２２を駆動してＤＰＣＨを通じて伝送するデー
タフレームを生成するように制御する。また、前記制御器２１は、前記フレーム開始点で
前記スイッチ２３をオンにして前記スクランブリングコード生成器２０が生成するスクラ
ンブリングコードが前記スクランブラー２４に印加されるように制御する。
このとき、前記スクランブリングコード生成器２０は、前記のように、ＣＰＩＣＨまたは
Ｐ -ＣＣＰＣＨのフレーム開始点に一致してスクランブリングコードを生成することがで
きる。この場合、前記スクランブリングコードは、ＤＰＣＨのフレーム開始点になるスロ
ットから前記スクランブラー２４に印加されるので、前記ＤＰＣＨデータのフレーム開始
点で生成する前記スクランブリングコードは、Ｃ (０ )ではないこともある。すなわち、前
記ＤＰＣＨのフレーム開始点が３番目のスロットから始まる場合、前記ＤＰＣＨのデータ
フレームは、３番目のスロットから生成されるスクランブリングコードで拡散する。また
、前記スクランブリングコード生成器２０が前記ＣＰＩＣＨまたはＰ -ＣＣＰＣＨのフレ
ーム開始点で生成されず、ＵＳＴＳグループ内のＤＰＣＨが割り当てられた一番目ＵＥの
フレーム開始点に一致してスクランブリングコードを生成する場合、前記制御器２１は、
前記スクランブリングコードの生成時点を制御する。後続する動作は、前述したものと同
一である。
【００７８】
前記スクランブリングコード同期化装置を利用すると、ＵＳＴＳのＵＬ  ＤＰＣＨの伝送
のとき、共通の基準時間に一致するスクランブリングコードを利用して与えられたタイム
オフセットに一致するようにフレーム同期を合わせてフレームを伝送するようになる。
本発明の実施形態によるスクランブリングコード同期化方法は、ＵＳＴＳグループ内のＵ
Ｅのスロット同期とスクランブリングコードの開始点とが一致する。従って、前記スクラ
ンブリングコードの一致による干渉を減少させ、前記スロット同期によるチャンネル区分
コード (例えば、ＯＶＳＦコード )を通じてＵＥの情報を区分することができる。
【００７９】
ＵＳＴＳ方式をサービスする移動通信システムで前記ＵＳＴＳを使用しているＵＥのハン
ドオーバタイプは、次のような場合に区分されることができる。一番目の場合は、新たな
セル、すなわち、ターゲットハンドオーバセルがＵＳＴＳのためのハンドオーバを提供す
る場合であり、二番目の場合は、前記新たなセルがＵＳＴＳのためのハンドオーバを提供
しない場合である。
【００８０】

10

20

30

40

50

(19) JP 3848253 B2 2006.11.22



まず、前記新たなセルがＵＳＴＳのためのハンドオーバを提供する場合のシステム動作を
説明する。ＵＥがハンドオーバを実施しようとするターゲットセルに該当する新たなセル
がＵＳＴＳのためのハンドオーバを提供する場合は、現在のセルでＵＳＴＳを保持しつつ
、前記新たなセルへのハンドオーバを実施することが可能である。前記新たなセルでのＵ
Ｅに対する通信サービスの場合、ＵＳＴＳサービスまたはノーマル通信サービス、すなわ
ち、ＵＳＴＳをサービスしない一般のＤＰＣＨを割り当てるデータサービスを使用するこ
ともできる。現在のセルでのＵＳＴＳサービスを保持しつつ、新たなセルで新たな無線リ
ンクを設定するためには、前記ＳＲＮＣは、図５乃至図８に示すように、新たなセルに対
応するＮｏｄｅ  Ｂ及びＲＮＣに次のような情報を伝送する。
【００８１】
(１ ) ＵＳＴＳを使用しているＵＥのＵＬスクランブリングコード (ＵＳＴＳスクランブリ
ングコード )
(２ ) ＵＳＴＳを使用しているＵＥのＵＬ  ＤＰＤＣＨ及びＵＬ  ＤＰＣＣＨチャンネル区
分コードに対する情報 (ＵＳＴＳ  ＣＨ  ｃｏｄｅ  ＮＯ )
(３ ) ＵＥがＵＳＴＳを使用していることを示す指示者 (ＵＳＴＳ指示者 )
(４ ) スクランブリングコードタイムオフセットに関する情報 (ＵＳＴＳオフセット )
【００８２】
図５は、Ｗ -ＣＤＭＡ移動通信システムでのＵＴＲＡＮの構造を示すもので、１つのＵＥ
５１１がＵＴＲＡＮと連結された状態を示している。前記ＵＥ５１１とコアネットワーク
(Core Network)との間を連結する第１ＲＮＣ５１５は“ Serving ＲＮＣ (ＳＲＮＣ )”と称
され、前記ＳＲＮＣ５１５との連結を補助する第２ＲＮＣ５１７は、“Ｄｒｉｆｔ  ＲＮ
Ｃ (ＤＲＮＣ )”と称される。図５は、前記ＵＥ５１１が４個のセル５１９、５２１、５２
３、及び５２５に優先的に無線リンクを設定する状態を示す。このように、前記ＵＥ５１
１がハンドオーバ領域に存在するか、またはハンドオーバ状態にあると言われる。前記Ｕ
Ｅ５１１に連結された無線リンクを有している第１セル５１９は、第１Ｎｏｄｅ  Ｂ５２
７に存在し、第２セル５２１及び第３セル５２３は第２Ｎｏｄｅ  Ｂ５２９に存在し、第
４セル５２５は、第３Ｎｏｄｅ  Ｂ５３１に存在する。
【００８３】
図６は、本発明のまた他の実施形態による同一のＮｏｄｅ  Ｂ内でＵＥのハンドオーバを
概略的に示す。図６を参照すると、ＵＥ６１１は、第２Ｎｏｄｅ  Ｂ６２１内の第２セル
６２７に連結された無線リンクを保持しつつ、前記第２Ｎｏｄｅ  Ｂ６２１内の第３セル
６２９に新たな無線リンクを設定するための動作を遂行する。このように、同一のＮｏｄ
ｅ  Ｂ内でハンドオーバが遂行される場合、必要なメッセージは次のようである。まず、
前記ＵＥ６１１からハンドオーバのための基本的の測定値 (basic measurement value)に
対する情報を受信した第１ＲＮＣ (ＳＲＮＣ )６１５は、ハンドオーバの遂行を決定した後
、前記第２Ｎｏｄｅ  Ｂ６２１にｌｕｂインタフェースを通じてＮＢＡＰ (Ｎｏｄｅ  Ｂ  Ap
plication Part)メッセージを伝送する。前記伝送されるＮＢＡＰメッセージは、新たな
無線リンクの設定のための無線リンク付加要求メッセージである。
【００８４】
図９は、本発明のまた他の実施形態によるＵＳＴＳハンドオーバの遂行のとき、同一のＮ
ｏｄｅ  Ｂ内の他のセルへの無線リンク付加要求メッセージを伝送する過程を示す。図９
を参照すると、前記無線リンク付加要求メッセージは、ハンドオーバパラメータ以外にＵ
ＳＴＳハンドオーバのための別途のパラメータを含む。前記ＵＳＴＳハンドオーバのため
のパラメータが下記表１に示されており、各パラメータに対する説明は後述する。前記Ｕ
ＳＴＳハンドオーバのためのパラメータ情報を受信した第２Ｎｏｄｅ  Ｂ６２１は前記Ｕ
Ｅ６１１に新たな無線リンクを設定した後、前記新たな無線リンクを通じてデータの送受
信を遂行する。
【００８５】
図７は、本発明のまた他の実施形態による同一のＲＮＣ内で相互異なるＮｏｄｅ  Ｂへの
ＵＥのハンドオーバを概略的に示す。図７を参照すると、ＵＥ７１１は、第２Ｎｏｄｅ  
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Ｂ７２１内の第２セル７２７及び第３セル７２９に無線リンクを保持している状態で、第
１Ｎｏｄｅ  Ｂ７１９内の第１セル７２５に新たな無線リンクを設定するための動作を遂
行する。このように、同一のＲＮＣ内の相互異なるＮｏｄｅ  Ｂへのハンドオーバ過程で
必要なメッセージは次のようである。まず、前記ＵＥ７１１からハンドオーバのための基
本的の測定値に対する情報を受信した第１ＲＮＣ (ＳＲＮＣ )７１５は、ハンドオーバの実
施を決定した後、前記第１Ｎｏｄｅ  Ｂ７１９にｌｕｂインタフェースを通じてＮＢＡＰ
メッセージを伝送する。前記伝送されたＮＢＡＰメッセージは、無線リンク設定要求メッ
セージである。
【００８６】
そうすると、図１０は、本発明のまた他の実施形態によるＵＳＴＳのハンドオーバのとき
、同一のＲＮＣ内で相互異なるＮｏｄｅ  Ｂへの前記無線リンク設定要求メッセージが伝
送される過程を示す。図１０を参照すると、前記無線リンク設定要求メッセージは、ハン
ドオーバのためのパラメータの以外にＵＳＴＳハンドオーバのための別途のパラメータを
含む。前記ＵＳＴＳハンドオーバ用パラメータは、下記表１に示されており、それぞれの
パラメータに対する説明は後述する。このようなＵＳＴＳハンドオーバ用パラメータ情報
を受信した第１Ｎｏｄｅ  Ｂ７１９は、前記ＵＥ７１１と新たな無線リンクを設定してデ
ータを送受信する。
【００８７】
図８は、本発明のまた他の実施形態による相互異なるＲＮＣ内のセルへのＵＥのハンドオ
ーバを概略的に示す。図８を参照すると、ＵＥ８１１は、第１ＲＮＣ８１５内の第１セル
８２５、第２セル８２７、及び第３セル８２９に連結された無線リンクを保持している状
態で、第２ＲＮＣ８１７内の第４セル８３１と新たな無線リンクを設定するための動作を
遂行する。このように、相互異なるＲＮＣ内のセルへのハンドオーバ過程で必要なメッセ
ージは次のようである。まず、前記ＵＥ８１１からハンドオーバのための基本的の測定値
に対する情報を受信した第１ＲＮＣ (ＳＲＮＣ )８１５は、ハンドオーバの実施を決定した
後、第２ＲＮＣ８１７にｌｕｂインタフェースを通じてＲＮＳアプリケーションパートメ
ッセージ (以下、“ＲＮＳＡＰメッセージ”と称する )を伝送する。前記伝送されるＲＮＳ
ＡＰメッセージは、無線リンク設定要求メッセージである。
【００８８】
図１１は、本発明のまた他の実施形態によるＵＳＴＳハンドオーバのとき、前記無線リン
ク設定要求メッセージが伝送される過程を示す。図１１を参照すると、前記無線リンク設
定要求メッセージは、ハンドオーバのためのパラメータ以外にＵＳＴＳハンドオーバのた
めの別途のパラメータを含む。前記ＵＳＴＳハンドオーバ用パラメータは、下記表１に示
されており、それぞれのパラメータに対する説明は後述する。このようなＵＳＴＳハンド
オーバ用パラメータ情報を受信した第４セル８３１は、前記ＵＥ８１１と新たな無線リン
クを設定してデータを送受信する。
【００８９】
要約すると、図６及び図９に示すようようなハンドオーバを遂行する場合、ＲＮＣは、ハ
ンドオーバ要求のとき、前記移動通信システムのＵＬスクランブリングコード情報、前記
ハンドオーバを要求するＵＥがＵＳＴＳを使用していることを知らせるためのＵＳＴＳ指
示者、前記ＵＥの専用チャンネルに対するチャンネル区分コード情報、及びスクランブリ
ングコードのタイムオフセットに関する情報で構成されるＵＳＴＳパラメータを含む無線
リンク設定要求メッセージを生成し、前記生成された無線リンク設定要求メッセージをＮ
ｏｄｅ  Ｂへ伝送する過程と、前記Ｎｏｄｅ  Ｂから無線リンク設定応答メッセージを受信
した後ハンドオーバを遂行し、前記ハンドオーバチャンネルを前記ＵＳＴＳ方式でサービ
スする過程を遂行する。
【００９０】
そして、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記ＲＮＣから前記ハンドオーバを要求するＵＥがＵＳＴ
Ｓを使用していることを知らせるためのＵＳＴＳ指示者、前記ＵＥの専用チャンネルに対
するチャンネル区分コード情報、及びスクランブリングコードのタイムオフセットに関す
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る情報で構成されるＵＳＴＳパラメータを含む無線リンク設定要求メッセージを受信する
過程と、前記無線リンク設定要求メッセージの受信のとき、前記ＲＮＣに無線リンク設定
応答メッセージを伝送した後、前記受信されたチャンネル区分コード情報によってハンド
オーバするチャンネルを割り当て、前記スクランブリングコードのタイムオフセットに関
する情報によってスクランブリングコードの開始時点でフレームの開始点を設定した後、
前記設定されたフレーム開始点でハンドオーバ機能を遂行する。
【００９１】
また、図７及び図１０に示すようなハンドオーバを遂行する場合、ＲＮＣは、ハンドオー
バ要求のとき、前記移動通信システムのＵＬスクランブリングコード情報、前記ハンドオ
ーバを要求するＵＥがＵＳＴＳを使用していることを知らせるためのＵＳＴＳ指示者、前
記ＵＥの専用チャンネルに対するチャンネル区分コード情報、及びスクランブリングコー
ドのタイムオフセットに関する情報で構成されるＵＳＴＳパラメータを含む無線リンク設
定要求メッセージを生成し、前記生成された無線リンク設定要求メッセージを他のＮｏｄ
ｅ  Ｂへ伝送する過程と、前記他のＮｏｄｅ  Ｂから無線リンク設定応答メッセージを受信
した後ハンドオーバを遂行し、前記ハンドオーバチャンネルを前記ＵＳＴＳ方式でサービ
スする過程を遂行する。
【００９２】
そして、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記ＲＮＣから前記ハンドオーバを要求するＵＥがＵＳＴ
Ｓを使用していることを知らせるためのＵＳＴＳ指示者、前記ＵＥの専用チャンネルに対
するチャンネル区分コード情報、及びスクランブリングコードのタイムオフセットに関す
る情報で構成されるＵＳＴＳパラメータを含む無線リンク設定要求メッセージを受信する
過程と、前記無線リンク設定要求メッセージの受信のとき、前記ＲＮＣに無線リンク設定
応答メッセージを伝送した後、前記受信されたチャンネル区分コード情報によってハンド
オーバするチャンネルを割り当て、前記スクランブリングコードのタイムオフセットに関
する情報によってスクランブリングコードの開始時点でフレームの開始点を設定した後、
前記設定されたフレーム開始点でハンドオーバ機能を遂行する。
【００９３】
次に、図８及び図１１に示すようなハンドオーバを遂行する場合、第１ＲＮＣがハンドオ
ーバ要求のとき、前記移動通信システムのＵＬスクランブリングコード情報、前記ハンド
オーバを要求するＵＥがＵＳＴＳを使用していることを知らせるためのＵＳＴＳ指示者、
前記ＵＥの専用チャンネルに対するチャンネル区分コード情報、及びスクランブリングコ
ードのタイムオフセットに関する情報で構成されるＵＳＴＳパラメータを含む無線リンク
設定要求メッセージを生成し、前記生成された無線リンク設定要求メッセージを第２ＲＮ
Ｃへ伝送する過程と、前記第２ＲＮＣから無線リンク設定応答メッセージを受信した後、
設定された時間でハンドオーバを遂行する過程を遂行する。
【００９４】
そして、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記第１ＲＮＣから前記ハンドオーバを要求するＵＥがＵ
ＳＴＳを使用していることを知らせるためのＵＳＴＳ指示者、前記ＵＥの専用チャンネル
に対するチャンネル区分コード情報、及びスクランブリングコードのタイムオフセットに
関する情報で構成されるＵＳＴＳパラメータを含む無線リンク設定要求メッセージを受信
する過程と、前記無線リンク設定要求メッセージの受信のとき、前記第１ＲＮＣに無線リ
ンク設定応答メッセージを伝送する過程を遂行する。そうすると、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、
前記受信されたチャンネル区分コード情報によってハンドオーバするチャンネルを割り当
て、前記スクランブリングコードのタイムオフセットに関する情報によってスクランブリ
ングコードの開始時点でフレームの開始点を設定した後、前記設定されたフレーム開始点
でハンドオーバ機能を遂行する。
【００９５】
表１乃至表３は、前記ＵＳＴＳパラメータが挿入される例をＮＢＡＰメッセージである無
線リンク設定要求メッセージの多様な構造を示す。ＲＮＳＡＰメッセージである無線リン
ク設定要求メッセージ及びＮＢＡＰメッセージである無線リンク付加要求メッセージにも
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類似した構造を利用して前記ＵＳＴＳパラメータを伝送することができる。
【００９６】
具体的に、表１は、１つのＵＥが１つのＤＰＤＣＨのみを使用する場合を示し、表２及び
表３は、１つのＵＥが多数のＤＰＤＣＨを有することができる場合を示す。前記表２にお
いて、１つのＵＥがＤＰＤＣＨのために多数のチャンネル区分コードを有する場合、普通
のＤＰＤＣＨとは異なり、ＳＦが４ではない場合も多数のチャンネル区分コードを有する
ことができるものと仮定し、多数のチャンネル区分コードを有する場合同一のＳＦを有す
るものと仮定した。前記表３で、１つのＵＥがＤＰＤＣＨのために多数のチャンネル区分
コードを有する場合、普通のＤＰＤＣＨとは異なり、ＳＦが４ではない場合も多数のチャ
ンネル区分コードを有することができるものと仮定し、前記 <表２ >とは異なり、多数のチ
ャンネル区分コードを有する場合相互異なるＳＦを有することができるものと仮定した。
【００９７】
表１乃至表３において、ＵＳＴＳ指示者は、前記ＵＳＴＳを使用していることを示し、Ｕ
ＳＴＳチャンネル区分コード番号は、前記ＵＳＴＳを使用しているＵＥのＵＬ  ＤＰＤＣ
Ｈ及びＵＬ  ＤＰＣＣＨチャンネル区分コード番号に対する情報 (ＵＳＴＳ  ＣＨ  ｃｏｄｅ
 ＮＯ )を示す。また、ＵＳＴＳオフセットは、前記スクランブリングコードタイムオフセ
ットに関する情報を示す。また、ＵＬスクランブリングコードは、ＵＳＴＳを使用してい
るＵＥのＵＬスクランブリングコードを示し、これは、既存のメッセージ情報、すなわち
、ＵＬスクランブリングコード情報を利用する。
【００９８】
下記表１は、本発明の実施形態によるＵＳＴＳハンドオーバのための無線リンク設定要求
(または無線リンク付加要求 )メッセージの構造 (１つのＵＥが１つのＤＰＤＣＨのみを使
用する場合 )を示す。
【表１】
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【００９９】
前記表１において、ＵＳＴＳチャンネル区分コード番号 (ＵＳＴＳ  ＣＨ  ｃｏｄｅ  ＮＯ )
は、Ｍｉｎ  ＵＬチャンネル区分コード番号の長さ (チャンネル区分コード長さ )で与えら
れたＳＦに対してＯＶＳＦコードツリー内で該当する番号を示す。例えば、ＳＦが４であ
る場合、ＵＳＴＳチャンネル区分コード番号は、０、１、２、及び３のうち１つの値を有
する。前記ＵＳＴＳチャンネル区分コード番号０は、ＯＶＳＦコードツリーで最上方のコ
ードノードを示し、前記ＵＳＴＳチャンネル区分コード番号１は、次のコードノード、前
記ＵＳＴＳチャンネル区分コード番号２は、次のコードノード、前記ＵＳＴＳチャンネル
区分コード番号３は、最下方のコードノードを示す。前記表１において、ＵＳＴＳチャン
ネル区分コード番号の場合、ＵＳＴＳのためのハンドオーバであるときのみ必要な情報で
あるのでプレゼンス (Presence)にＣ  ＵＳＴＳとなっている。これは、ＵＳＴＳのための
場合またはＵＳＴＳ指示者がある場合にのみ情報が必要であるというコンディショナル (C
onditional)であることを示す。
【０１００】
前記表１において、前記ＵＳＴＳオフセット情報は、スクランブリングタイムオフセット
(Scrambling code time offset:ＵＳＴＳ  offset)に関する情報である。新たなセルは、
ＳＲＮＣから伝送されたフレームオフセット (Frame Offset)値及びチップオフセット (Chi
p Offset)値を利用してＵＥに対するＤＬ及びＵＬの同期をどのぐらい一致させることが
できる。しかし、ＵＳＴＳを使用するＵＥは、ＵＬ  ＤＰＣＨを伝送するとき、スクラン
ブリングコードの開始点とフレームの開始点とを一致させないので、前記新たなセルは、
スクランブリングコードの開始点を探すために、前記スクランブリングコードタイムオフ
セット情報を受信しなければならない。
【０１０１】
前記スクランブリングコードタイムオフセット値は、ＵＳＴＳを使用するＵＥが同一のス
クランブリングコードを使用するＵＥとＵＬスクランブリングコード同期とを一致させる
ために、スクランブリングコードの開始点をフレームの開始点と分離してオフセットを設
定するとき発生する値と同一の値で定義することができる。その結果、前記スクランブリ
ングコードタイムオフセットを受信した新たなセルは、前記受信したスクランブリングコ
ードタイムオフセットに基づいてＵＬ  ＤＰＣＨのスクランブリングコードの開始点を探
すことができる。例えば、前記表１でのオフセット値を前記スクランブリングコードタイ
ムオフセットとして使用することができる。
【０１０２】
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表２は、本発明のまた他の実施形態によるＵＳＴＳをサービスするＷ -ＣＤＭＡ移動通信
システムで無線リンク設定要求 (または無線リンク付加要求 )メッセージの構造 (１つのＵ
Ｅが多数のＤＰＤＣＨ及び同一のＳＦのみ使用する。 )を示している。
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１０３】
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前記表２は、１つのＳＦに対して多数のチャンネル区分コードノードを使用する場合を示
す。従って、前記 <表２ >で、ＵＳＴＳチャンネル区分コード情報は、１つのグループに割
り当てられたチャンネル数だけ反復することができ、必要するたびにＵＳＴＳのためのチ
ャンネル区分コード番号を示す。従って、表２で、ＵＳＴＳチャンネル区分コード番号 (
ＵＳＴＳ  ＣＨ  ｃｏｄｅ  ＮＯ )は、Ｍｉｎ  ＵＬチャンネル区分コード長さで与えられた
ＳＦに対してＯＶＳＦコードツリー内で対応する番号を示す。例えば、ＳＦが８である場
合は、ＵＳＴＳチャンネル区分コード番号は０、１、．．、７のうち幾つの値を有する。
前記表２で Max Number of UL DPDCHsは削除することができる。
【０１０４】
表３は、本発明のまた他の実施形態によるＵＳＴＳ方式をサービスするＷ -ＣＤＭＡ移動
通信システムで無線リンク設定要求 (または無線リンク付加要求 )メッセージの構造 (１つ
のＵＥが多数のＤＰＤＣＨ及び他のＳＦを使用する。 )を示している。
【表３】
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【０１０５】
前記表３は、多数のＳＦに対して多数のチャンネル区分コードノードを使用する場合を示
す。この場合、前記表３からＭｉｎ  ＵＬチャンネル区分コードの長さと Max Number of U
L DPDCHsは削除することができる。表３において、ＵＳＴＳチャンネル区分コード情報は
、１つのグループに割り当てられたチャンネル数だけ反復することができ、必要とするた
びにＳＦ情報のためのＭｉｎ  ＵＬチャンネル区分コードの長さとＵＳＴＳチャンネル区
分コード番号を示す。従って、表３で、Ｍｉｎ  ＵＬチャンネル区分コード長さは、４、
８、１６、３２、６４、１２８、及び２５６のうちの１つを有することができ、それぞれ
の場合に対してＵＳＴＳチャンネル区分コード番号は、Ｍｉｎ  ＵＬチャンネル区分コー
ド長さで与えられたＳＦに対してＯＶＳＦコードツリー内で対応する番号を示す。例えば
、ＳＦが８である場合は、ＵＳＴＳチャンネル区分コード番号は値０、１、．．、７のう
ち幾つの値を有する。
【０１０６】
前記表１乃至表３では、ＵＬ  ＤＰＣＣＨのためのチャンネル区分コードを別途の情報で
通報しない場合を仮定した。すなわち、これは、ＤＰＤＣＨとＤＰＣＣＨとの間に一定の
規則、すなわち、あるＯＶＳＦコードノードがＤＰＤＣＨのためのチャンネル区分コード
に割り当てられた場合、特別にマッピングされる１つのＳＦ２５６チャンネル区分コード
ノードがＤＰＣＣＨ用で使用されるように予め定めることによって別途の情報を通報しな
くてもいい。もちろん、前記のように、ＤＰＣＣＨのために使用されるチャンネル区分コ
ードのノードを予め設定しない場合は、前記表に前記ＤＰＣＣＨのためのチャンネル区分
コードノードを知らせる情報が追加的に挿入されなければならない。前記ＤＰＣＣＨは、
常に、ＳＦ２５６チャンネル区分コードノードを使用するので、ＳＦ =０乃至ＳＦ =２５４
コードノードのうちどんなノードを使用するかに対する情報を通報する必要がある。
【０１０７】
一方、前記ＵＳＴＳによって動作するＵＥのＵＬスクランブリングコードは、普通のＤＰ
ＣＨを通じて伝送する情報と同一の形態で伝送することができる。しかし、前記ＵＬスク
ランブリングコードは、前記セルでＵＳＴＳ用で使用されるので、前記ＵＥがハンドオー
バする新たなセルでは、前記使用されているＵＳＴＳスクランブリングコードを予め認知
しなければならない。前記ＵＳＴＳスクランブリングコードを認知する方法は、多数存在
する。
【０１０８】
一番目の方法は、前記ＵＳＴＳ指示者を伝送する方法である。前記ＵＳＴＳ指示者を受信
するセル (該当Ｎｏｄｅ  ＢまたはＲＮＣ )は、前記ＵＥがＵＳＴＳを使用し、普通のＤＰ
ＣＨとは異なるハンドオーバ動作が要求されることを認識する。
二番目の方法は、ＵＬスクランブリングコードのうち一部をＵＳＴＳ用で予め定めておく
方法である。これは、ＲＡＣＨまたはＣＰＣＨのためにＵＬスクランブリングコードのう
ち一部を予め定めておく方法と同一の方法である。そうすると、ＳＲＮＣは、前記ＵＳＴ
Ｓ用ＵＬスクランブリングコードをＮｏｄｅ  ＢまたはＲＮＣへ伝送し、これにより、前
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記Ｎｏｄｅ  ＢまたはＲＮＣは、前記ＵＥが前記ＵＳＴＳを使用していることを認知する
ことができる。
【０１０９】
三番目の方法は、チャンネル区分コードのための情報が存在するか否かによっている。前
記ＵＳＴＳを使用しているＵＥのスクランブリングコード及びＤＰＣＣＨチャンネル区分
コードに対する情報がある場合、これは、現在ハンドオーバを実施するＵＥがＵＳＴＳを
使用していることを認知することができることを意味する。その理由は、前記チャンネル
区分コードの情報が普通のＤＰＣＨのためのチャンネル区分コード情報と相違しているか
らである。
【０１１０】
このように、新たな無線リンクを設定するのに成功したＵＥは、１つのセルでＵＳＴＳサ
ービスを継続することができ、他のセルでは、普通のＤＰＣＨまたはＵＳＴＳサービスを
使用することができる。このような過程が反復する場合、１つのＵＥがＵＳＴＳサービス
によって１つのセルに接続されており、他の１つ以上のセルとは普通のＤＰＣＨ接続を設
定した状態が存在することができる。この場合、前記ＵＥは、相互異なるセルから伝送さ
れるデータを１つの情報として受信する。この場合、前記ＵＥが前記ＵＳＴＳサービスで
接続しているセルの場合、トラッキング過程のためにＴＰＣ情報のうちの一部を異なる用
途、すなわち、時間調整ビット (Time Alignment Bit；以下、“ＴＡＢ”と略称する。 )と
して使用することができる。従って、前記ＵＥは、多数のセルから受信した情報のうち、
このようなＴＡＢを区分して認識する必要がある。
【０１１１】
以下、前記ＵＳＴＳを使用するＵＥのハンドオーバが進行する過程で、各ＵＥ、ＳＲＮＣ
、及びＮｏｄｅ  Ｂの動作を説明する。
前記ＵＥは、ＵＳＴＳサービスを保持しつつＵＬデータを伝送する。すなわち、スクラン
ブリングコードの開始点とフレーム開始点、すなわち、アップリンクデータフレームの開
始点が異なることができるＵＳＴＳサービスを保持する状態で、ＵＥは、新たな無線リン
クを設定し、その後、相互異なるセルからのデータを１つの情報として受信する。このと
き、前記ＵＳＴＳサービスによって前記ＵＥに接続しているセルがＴＰＣ情報のうちの一
部をトラッキング過程のためのＴＡＢとして使用することができるので、前記ＵＥは、他
のセルから受信したＴＰＣ情報と分離して情報を解釈する。
【０１１２】
従って、前記ＵＥは、ＵＳＴＳサービスで接続しているセルからのＴＡＢを利用してＵＳ
ＴＳのためのトラッキング過程を保持し、同時に、他のセルから受信したＴＰＣ情報を無
視するか、または電力制御のために利用する。
次に、図１２を参照してＳＲＮＣの動作を説明する。
【０１１３】
図１２は、ハンドオーバ過程でのＳＲＮＣの動作を示すフローチャートである。ステップ
１０１で、ＳＲＮＣは、ＵＥから測定報告値を受信してＵＥのハンドオーバを決定する。
ステップ１０２で、前記ＳＲＮＣは、新たなセルのＮｏｄｅ  Ｂに無線リンク設定要求メ
ッセージを伝送する。前記無線リンク設定要求メッセージは、ＵＳＴＳハンドオーバのた
めのＵＳＴＳパラメータを含む。このとき、前記ＵＳＴＳパラメータは、前記ＵＬスクラ
ンブリングコード情報、ＵＬチャンネル区分コード情報、ＵＳＴＳ指示者情報、及びスク
ランブリングコードタイムオフセット情報などである。そして、前記ＵＳＴＳパラメータ
は、前記ＵＳＴＳを使用しているＵＥに対する情報として、前記ＳＲＮＣに貯蔵されてい
る。ステップ１０３で、前記ＳＲＮＣは、前記無線リング設定要求メッセージに応答して
ターゲットＮｏｄｅ  Ｂから無線リンク設定応答メッセージを受信する。ステップ１０４
で、前記ＳＲＮＣは、前記ターゲットＮｏｄｅ  Ｂから前記無線リンク設定応答メッセー
ジを分析してハンドオーバが可能であるか否かを検査する。その結果、前記ＵＳＴＳハン
ドオーバが可能であれば、前記ＳＲＮＣはステップ１０５へ進行し、前記ＵＳＴＳハンド
オーバが不可能であれば、前記ＳＲＮＣは、ステップ１０６へ進行する。
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【０１１４】
前記ステップ１０４で、前記ＵＳＴＳハンドオーバが不可能である場合は、次のような場
合であると言える。一番目の場合は、前記ターゲットＮｏｄｅ  ＢがＵＳＴＳを支援しな
い場合、二番目の場合は、前記ターゲットＮｏｄｅ  ＢがＵＳＴＳを支援しても、前記Ｕ
ＳＴＳのためのハンドオーバを支援しない場合、三番目の場合は、従来技術でのように、
ＵＳＴＳハンドオーバを失敗する場合などである。前記ステップ１０５で、前記ＳＲＮＣ
は、ハンドオーバのために、前記ＵＥにＲＲＣシグナリングメッセージを伝送する。ここ
で、前記ＲＲＣシグナリングメッセージは、アクティブセットアップデートメッセージ (A
ctive set update message)であり、前記アクティブセットアップデートメッセージの内
容は、従来技術で説明したようなハンドオーバのとき伝送されるメッセージの内容と同一
である。一方、ステップ１０６で、前記ＳＲＮＣは、ＵＳＴＳを保持した状態で新たなセ
ルへのハンドオーバが失敗したものと判断して終了する。
【０１１５】
前記ＵＳＴＳハンドオーバ過程を説明するとき、前記ＳＲＮＣの動作は、ＳＲＮＣがＣＲ
ＮＣと同一の場合を仮定し、新たなセルが異なるＮｏｄｅ  Ｂにあるものと仮定した。ま
ず、新たなセルが同一のＮｏｄｅ  Ｂにあれば、図６の場合、無線リンク設定要求メッセ
ージの代わりに、無線リンク付加要求メッセージが使用される。一方、前記ＳＲＮＣがＣ
ＲＮＣと異なる場合、すなわち、前記ＵＥがＤＲＮＣを通じてＳＲＮＣに連結される場合
、前記ＳＲＮＣは、ステップ１０２で、ＤＲＮＣを通じて前記ＵＳＴＳパラメータをター
ゲットＮｏｄｅ  Ｂへ伝送する。ここで、前記ＳＲＮＣと前記ＤＲＮＣとの間に利用され
るメッセージは、ＲＮＳＡＰメッセージである無線リンク設定要求メッセージである。ま
た、前記ＤＲＮＣは、前記ターゲットＮｏｄｅ  ＢにＮＢＡＰメッセージである無線リン
ク設定要求メッセージを利用して前記ＵＳＴＳパラメータを伝送する。
【０１１６】
図１３を参照して、Ｎｏｄｅ  Ｂの動作を説明する。
図１３は、ハンドオーバによる新たなセルのＮｏｄｅ  Ｂの動作を示すフローチャートで
ある。ステップ２０１で、ハンドオーバ要求を受信するターゲットＮｏｄｅ  Ｂは、ＳＲ
ＮＣからハンドオーバに関連したメッセージを受信する。ここで、前記新たなセルは、現
在ＵＥが属しているＮｏｄｅ  Ｂと異なるＮｏｄｅ  Ｂにあるものと仮定する。従って、前
記ＳＲＮＣが前記ターゲットＮｏｄｅ  Ｂへ伝送するハンドオーバ関連メッセージは、Ｎ
ＢＡＰメッセージである無線リンク設定応答メッセージである。一方、前記新たなセルが
前記同一のＮｏｄｅ  Ｂにある場合、前記ハンドオーバ関連メッセージは無線リンク付加
要求メッセージである。前記無線リンク設定応答メッセージは、前述したように、ＵＳＴ
Ｓパラメータ、すなわち、ＵＬスクランブリングコード情報、ＵＬチャンネル区分コード
情報、ＵＳＴＳ指示者情報、及びスクランブリングコードタイムオフセット情報などが含
まれている。
【０１１７】
そして、ステップ２０２で、前記ターゲットＮｏｄｅ  Ｂは、前記ＵＳＴＳハンドオーバ
が可能であるか否かを検査する。すなわち、前記ターゲットＮｏｄｅ  Ｂは、前記無線リ
ンク設定応答メッセージを受信すると、ＵＳＴＳハンドオーバを支援するか否かを判断す
る。前記ＵＳＴＳハンドオーバが不可能であれば、前記ターゲットＮｏｄｅ  Ｂは、ステ
ップ２０７で、前記ＳＲＮＣへ無線リンク設定失敗メッセージ (Radio Link Setup failur
e message)を伝送し、前記手順を終了する。
【０１１８】
一方、ステップ２０２で、ハンドオーバが可能であれば、前記ターゲットＮｏｄｅ  Ｂは
、ステップ２０３で、前記受信した無線リンク設定要求メッセージに応答して無線リンク
設定応答メッセージを前記ＳＲＮＣへ伝送し、ステップ２０４４で、前記ターゲットＮｏ
ｄｅ  Ｂは、前記受信した無線リンク設定応答メッセージに設定されたＵＳＴＳパラメー
タ情報によってＵＬのためのチャンネルコーディングを準備してステップ２０５へ進行す
る。ステップ２０５で、前記ターゲットＮｏｄｅ  Ｂは、スクランブリングコードタイム
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オフセットによってフレームの開始点とスクランブリングコードの開始点との差異によっ
てスクランブリングコードの同期化を遂行する。特に、前記ターゲットＮｏｄｅ  Ｂは、
前記スクランブリングコードタイムオフセットを利用してフレームの開始点からスクラン
ブリングコードを前記スクランブリングコードタイムオフセットだけシフトさせてスクラ
ンブリングコードを一致させることによって拡散する準備をする。ステップ２０６で、前
記ターゲットＮｏｄｅ  Ｂは、ステップ２０４及びステップ２０５で準備された結果を利
用してＵＥからのＵＬ  ＤＰＣＨデータを受信し、前記手順を終了する。
【０１１９】
前記ターゲットＮｏｄｅ  Ｂのハンドオーバ動作の説明において、前記ターゲットＮｏｄ
ｅ  Ｂは、異なるＮｏｄｅ  Ｂのセルまたは同一のＮｏｄｅ  Ｂ内のセルから前記ＵＥがＵ
ＳＴＳサービスを受信していることを認知している。従って、前記ターゲットＮｏｄｅ  
Ｂは、前記ＵＥがＵＳＴＳサービスによってフレームごとトラッキング過程を通じて同期
化を継続して遂行することを認知することもできる。そこで、フレームレベルで同期化す
るために、前記ＵＥは、１／ｎチップの単位でＵＬデータを伝送することができるので、
これを適合に動作させることもできる。または、最後のＴＰＣ値に対して前記ＵＥが応答
しないこともあるという事実を利用することもできる。
【０１２０】
本発明のまた他の実施形態では、普通のＤＰＣＨで接続が設定された状態 (すなわち、ノ
ーマルモードまたはノン (non)ＵＳＴＳモード )からＵＳＴＳモードへの転換方法を説明す
る。
ＵＳＴＳモードで動作しているＵＥがＵＳＴＳサービスを受けているセルから離れている
ことを判断したＳＲＮＣは、ＵＳＴＳサービスを中断し、普通のＤＰＣＨを使用するか、
または信号強度が一番高いセルで前記ＵＳＴＳ動作を遂行する。このとき、前記ＵＳＴＳ
動作は、無線リンク再構成手順である。ここで、前記ＳＲＮＣは、前記ＵＥが伝送する測
定値から前記ＵＥが現在ＵＳＴＳサービスを受けているセルから離れていることを判断す
る。前記モード転換過程は、ＵＳＴＳモード、ノーマルモード、及びノンＵＳＴＳモード
の転換をすべて含む。
【０１２１】
前記無線リンク再構成過程を通じて、前記ＳＲＮＣは、前記ＵＥのＵＳＴＳモード動作を
終了し、ノーマルモードまたはノンＵＳＴＳモードで前記ＵＥを動作させることができ、
逆もまた同様である。前記両方の転換、すなわち、ＵＳＴＳモードで動作しているＵＥを
ノーマルモードまたはノンＵＳＴＳモードで動作するようにモード転換する動作と前記ノ
ーマルモードまたはノンＵＳＴＳモードで動作しているＵＥをＵＳＴＳモードで動作する
ようにモード転換する動作が同時に発生することもできる。
【０１２２】
ここで、前記ノーマルモードとは、一般のＤＰＣＨチャンネルを前記ＵＥへ割り当てるこ
とを意味する。前記ノーマルモードとは区別して使用され、ＵＳＴＳモードで前記ＵＥの
自分の移動性によって新たなセルとの無線リンクを設定するように要求されているＵＥに
発生する前記ノンＵＳＴＳモードは、現在サービス中のセルとＵＳＴＳサービスを保持し
つつ、普通のＤＰＣＨチャンネルを通じて他のセルに連結される。
【０１２３】
前記ノーマルモードからＵＳＴＳモードへ転換する場合は、前記無線リンク設定メッセー
ジまたは無線リンク付加メッセージに設定されている情報を無線リンク再構成メッセージ
を利用して伝送する。そして、前記ＵＳＴＳモードへの転換を要求しているＵＥがハンド
オーバによって新たなセルに接続される場合、前記ＵＥと前記新たなセルとは、普通のＤ
ＰＣＨに接続することができる。また、既存のＵＳＴＳサービスを受けているセルとの接
続が終了した場合、前記ＵＥは、普通のＤＰＣＨサービスを受信する。前記新たなセルが
ＵＳＴＳサービスを提供することができる場合、前記ＳＲＮＣは、無線リンク再構成過程
を利用して前記ノーマルモードを前記ＵＳＴＳモードへ転換することができる。
【０１２４】
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以下に、前記ＵＥのモード転換過程を説明する。まず、１つのセルに無線リンクを設定し
ているＵＥがＵＳＴＳサービスを受ける場合、次のような２つの場合が発生する。一番目
の場合は、ＵＳＴＳスクランブリングコードに最初に割り当てられる場合であり、二番目
の場合は、ＵＳＴＳスクランブリングコードがＵＳＴＳサービスのために他のＵＥに使用
されている状態で、ＵＥにスクランブリングコードが割り当てられる場合である。
【０１２５】
前記一番目の場合に対して説明すると、 (１ )前記ＳＲＮＣは、ＵＳＴＳ用で使用されるＵ
Ｌスクランブリングコードに対する情報、ＵＬ  ＤＰＤＣＨ及びＤＰＣＣＨチャンネル区
分コードに対する情報、すなわち、ＵＳＴＳパラメータを前記Ｎｏｄｅ  Ｂに伝送する。
前記ＵＳＴＳパラメータは、無線リンク再構成メッセージまたは他のシグナリングメッセ
ージを利用して伝送される。 (２ )前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記ＳＲＮＣに設定されている無
線リンクを利用して測定された時間情報を伝送する。前記時間情報は、現在受信されてい
るＵＥフレームの開始点とＰ -ＣＣＰＣＨフレームの開始点との時間差、現在受信されて
いるＵＥフレームの開始点とＰ -ＣＣＰＣＨフレームの開始点との時間差を２５６＊ｍ単
位で一致させるために必要な時間情報と一致させた後の値、及びＰＤ値のうちの１つであ
る。ここで、前記ＰＤ値は、該当ＤＬ  ＤＰＣＨのフレーム開始点とＵＬ  ＤＰＣＨのフレ
ーム開始点との差からＴ 0を減算して得ることができる。 (３ )前記ＳＲＮＣは、前記Ｎｏ
ｄｅ  Ｂから受信した時間情報を前記ＵＥへ伝送する。 (４ )前記ＵＥは、前記ＳＲＮＣか
ら受信した時間情報を利用してＵＳＴＳのためのアップリンクを通じて伝送する。
【０１２６】
前述したように、ＵＥがＵＳＴＳ用スクランブリングコードを初めに割り当てられる場合
、前記ＵＥ、前記ＳＲＮＣ、及び前記Ｎｏｄｅ  Ｂのそれぞれの動作を従来技術と比較し
て説明する。
前記ＵＥは、ＤＰＣＨを通じた通信を遂行している間、ＵＳＴＳモードへの転換をＮｏｄ
ｅ  Ｂに要求するか、または、Ｎｏｄｅ  Ｂは、ＵＳＴＳモードの後、ＵＥがノーマルモー
ドまたはＵＳＴＳモードで動作している場合ＵＳＴＳモードへの転換を試みる。
【０１２７】
前記ＵＥは、ＵＳＴＳモードへの転換のために、前記ＳＲＮＣから受信した情報のうちＵ
ＳＴＳのためのタイムオフセットによってＵＬ  ＤＰＣＨデータを伝送する。このとき、
前記タイムオフセットが０である場合、ＵＥは、従来のＤＰＣＨ動作と同一の動作を行う
。しかし、前記タイムオフセットが０ではない場合、ＵＥは、前記タイムオフセットだけ
の同期化を遂行する。前記オフセット値は、現在受信されているＵＥフレームの開始点と
Ｐ -ＣＣＰＣＨフレームの開始点との時間差が２５６チップ＊ｍ単位で一致させるために
必要な情報である。すなわち、前記情報は、前記ＵＥがＵＬ  ＤＰＣＨを伝送する瞬間、
既存のＵＬ  ＤＰＣＨと比較してどのくらい早くまたは後に伝送すべきであるかを示す時
間情報、または、ＵＬ  ＤＰＣＨの伝送が行われる間発生するＰＤに対する情報である。
前記ＰＤを受信する場合、前記ＵＥは、前記ＰＤだけＵＬ  ＤＰＣＨをより早く伝送する
。
【０１２８】
前記ＳＲＮＣは、前記タイムオフセットを決定し、前記タイムオフセットを受信している
ＵＥは、前記タイムオフセット値だけ以前にまたは遅延して、ＵＬ  ＤＰＣＨを伝送する
。このとき、前記ＵＥがＵＳＴＳモードへ転換する一番目のＵＥである場合、すなわち、
現在ＵＳＴＳサービスを受信しているＵＥがない場合、他のＵＥに対する基準になる。前
記ＵＳＴＳスクランブリングコードの同期化がＰ -ＣＣＰＣＨに基づいて行われる場合、
スクランブリングコード同期化を遂行することができる。この場合、前記ＳＲＮＣは、前
記スクランブリングコード同期化のための時間情報を伝送し、これを受信したＵＥは、前
記タイムオフセットだけスクランブリングコードを遅延させて伝送する。前記スクランブ
リングコード同期化は、図４に示すＵＥのスクランブリングコード同期化器によって遂行
される。
【０１２９】
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以下、図１４を参照してＳＲＮＣの動作を説明する。
図１４は、ＤＰＣＨを通じて通信しているＵＥがＵＳＴＳモードへの転換のとき、ＳＲＮ
Ｃの動作過程を示すフローチャートである。図１４を参照すると、ステップ３０１で、前
記ＳＲＮＣは、ＵＥから受信した測定報告値によって現在ＤＰＣＨを通じて通信している
ＵＥに対するＵＳＴＳモードへの転換を決定する。ステップ３０２で、前記ＵＳＴＳモー
ドへの転換は、前記ＵＥの要求によって決定されることもあり得る。このとき、前記無線
リンク再構成準備メッセージはＵＳＴＳパラメータを含む。前記ＵＬスクランブリングコ
ード、ＵＬチャンネル区分コード、及びＵＳＴＳ指示者に対する情報を含み、前記ＵＳＴ
Ｓパラメータは、前記ＳＲＮＣが決定する。そして、図１４の動作は、ＳＲＮＣがＣＲＮ
Ｃと同一の場合を仮定しており、前記ＳＲＮＣがＣＲＮＣと異なる場合、前記ＳＲＮＣは
、前記ＤＲＮＣへ前記ＵＳＴＳ指示者情報のみを伝送する。その後、前記ＤＲＮＣは、前
記情報をＮｏｄｅ  Ｂへ伝送することができる。また、前記ＳＲＮＣとＤＲＮＣが異なる
場合、前記ＳＲＮＣは、前記情報のうち、ＵＳＴＳ指示者情報のみを前記Ｎｏｄｅ  Ｂへ
伝送し、前記ＤＲＮＣは、前記ＵＥが使用するＵＳＴＳのためのチャンネル情報であるＵ
Ｌスクランブリングコード及びＵＬチャンネル区分コードを決定して前記Ｎｏｄｅ  Ｂ及
びＳＲＮＣに伝送する。ステップ３０２で、前記ＳＲＮＣがスクランブリングコードタイ
ムオフセットを決定することができる場合、前記決定されたスクランブリングコードタイ
ムオフセットを前記異なるＵＳＴＳパラメータとともに前記Ｎｏｄｅ  Ｂへ伝送する。前
記ＳＲＮＣが前記スクランブリングコードタイムオフセットを決定することができる場合
、例えば、前記Ｎｏｄｅ  Ｂから測定過程などを通じてＰＤ値またはＲＴＴに関する情報
などを受信した場合、前記スクランブリングコードタイムオフセットを決定することがで
きる。前記スクランブリングコードタイムオフセット情報には、２５６＊ｍ単位の同期化
及びスクランブリングコード同期化に関する時間情報が追加されることができる。
【０１３０】
ステップ３０３で、前記ＳＲＮＣは、前記Ｎｏｄｅ  Ｂから受信したメッセージを分析し
て前記ＵＥをＵＳＴＳモードへ転換するか否かを決定する。すなわち、前記ＳＲＮＣは、
該当Ｎｏｄｅ  Ｂからスクランブリングコードタイムオフセットを含む無線リンク再構成
応答メッセージが受信されたか否かを検査する。その結果、前記受信したメッセージが前
記無線リンク再構成応答メッセージではない場合、前記ＳＲＮＣは、ステップ３０６へ進
行する。ここで、前記受信したメッセージが前記無線リンク再構成応答メッセージではな
い場合は、前記無線リンク再構成準備メッセージに対する失敗を示すＵＳＴＳ転換失敗メ
ッセージであることを意味する。ステップ３０６で、前記ＳＲＮＣは、前記ＵＳＴＳ転換
失敗メッセージによって前記ＵＥを前記ＵＳＴＳモードへ転換することが不可能であると
判断して終了する。ここで、前記Ｎｏｄｅ  ＢがＵＳＴＳを支援しない場合、または従来
技術で説明したように失敗する場合、前記ＵＳＴＳ転換は失敗する。
【０１３１】
一方、ステップ３０３で、前記Ｎｏｄｅ  Ｂから無線リンク再構成応答メッセージを受信
する場合、ステップ３０４で、前記ＳＲＮＣは、無線リンク再構成応答メッセージに設定
されたＵＳＴＳのためのスクランブリングコードタイムオフセット情報を分析する。もち
ろん、前記無線リンク再構成応答メッセージには、前記スクランブリングコードタイムオ
フセットが直接含まれることもあり、または、現在受信されているＵＥフレームの開始点
とＰ -ＣＣＰＣＨフレームの開始点との時間差、現在受信されているＵＥフレームの開始
点とＰ -ＣＣＰＣＨフレームの開始点との時間差が２５６＊ｍ単位で一致させるために必
要な時間情報と一致させた後の値、及びＰＤ値が含まれることもある。前記ＰＤ値は、該
当ＤＬ  ＤＰＣＨのフレーム開始点とＵＬ  ＤＰＣＨのフレーム開始点との差からＴ 0値を
減算した値の中間値、すなわち、前記値の１／２である。また、前記無線リンク再構成応
答メッセージは、前記複数の情報を同時に含むこともできる。そして、図１４では、前記
ＳＲＮＣとＣＲＮＣが同一の場合を仮定したが、前記ＳＲＮＣとＣＲＮＣが異なる場合、
前記ＳＲＮＣは、ＤＲＮＣから前記情報を受信し、前記ＤＲＮＣは、前記情報をＮｏｄｅ
 Ｂから受信する。前記情報のうち、ＰＤ値は、前記ＵＳＴＳモード転換動作の間に受信
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する代わりに、予めＮｏｄｅ  Ｂから測定過程などを利用して得ることもできる。前記Ｐ
Ｄ値は、前記測定過程から得ることができ、またはすでに定義されているＲＴＴ値から得
ることもできる。前記ＲＴＴ値は、該当ＤＬ  ＤＰＣＨフレームの開始点とＵＬ  ＤＰＣＨ
フレームの開始点との差異で定義されており、前記値から前記ＰＤ値、すなわち、ＰＤ =(
ＲＴＴ -Ｔ 0 )／２を得ることができる。
【０１３２】
このように、前記無線リンク再構成応答メッセージを分析した後、前記ＳＲＮＣは、前記
ＵＥにＲＲＣシグナリングメッセージを伝送してＵＳＴＳモードへ転換するように制御し
、前記手順を終了する。ここで、前記ＲＲＣシグナリングメッセージは、例えば、無線ベ
アラー再構成準備メッセージが利用される。前記ＳＲＮＣは、前記ＲＲＣシグナリングメ
ッセージを利用してＵＥにＮｏｄｅ  Ｂから受信した時間情報とＵＥのチャンネル情報、
すなわち、前記ＵＬスクランブリングコード情報、ＵＬチャンネル区分コード情報、ＵＳ
ＴＳ指示者情報、及びタイムオフセット情報を伝送する。
【０１３３】
最後に、図１５を参照して、ＵＳＴＳモード転換のとき前記Ｎｏｄｅ  Ｂの動作過程を説
明する。
図１５は、ＤＰＣＨを通じて通信しているＵＥがＵＳＴＳモードへの転換のとき、前記Ｎ
ｏｄｅ  Ｂの動作過程を示すフローチャートである。図１５を参照すると、ステップ４０
１で、Ｎｏｄｅ  Ｂは、ＳＲＮＣからＵＳＴＳモードへの転換に関連したメッセージを受
信する。このとき、前記ＵＳＴＳモード転換に利用されるＮＢＡＰメッセージは、例えば
、前記無線リンク再構成準備メッセージである。前記受信した無線リンク再構成メッセー
ジは、前記ＵＬスクランブリングコード情報、ＵＬチャンネル区分コード情報、及びＵＳ
ＴＳ指示者情報などがＵＳＴＳへの転換のための情報として含まれている。
【０１３４】
ステップ４０２で、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、ＵＳＴＳモードへの転換が可能であるか否かを
検査する。その結果、前記ＵＳＴＳモードへの転換が可能である場合、前記Ｎｏｄｅ  Ｂ
はステップ４０３へ進行する。一方、前記ＵＳＴＳモード転換が不可能である場合、前記
Ｎｏｄｅ  Ｂは、ステップ４０７へ進行する。
ステップ４０７で、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記無線リンク再構成失敗メッセージを前記Ｓ
ＲＮＣへ伝送し、前記手順を終了する。
【０１３５】
一方、前記ＵＳＴＳモード転換が可能である場合、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、ステップ４０３
で、無線リンク再構成応答メッセージに前記スクランブリングコードタイムオフセット情
報を含ませて前記ＳＲＮＣへ伝送する。ここで、前記無線リンク再構成応答メッセージに
は、前記スクランブリングタイムオフセット情報が直接含まれることもでき、現在受信し
たＵＥフレームの開始点とＰ -ＣＣＰＣＨフレームの開始点との時間差、現在受信したＵ
Ｅフレームの開始点とＰ -ＣＣＰＣＨフレームの開始点との時間差が２５６チップ＊ｍ単
位で一致させるために必要な時間情報と一致させた後の値、ＰＤ値のうち１つを含むこと
もできる。前記ＰＤ値またはこれに関連したＲＴＴ値などを測定過程を通じて前記Ｎｏｄ
ｅ  Ｂが前記ＳＲＮＣに予め伝送した場合、前記ＳＲＮＣが直接２５６＊ｍ単位の同期化
またはスクランブリングコード同期化のための時間情報を決定して前記Ｎｏｄｅ  Ｂへ伝
送することもできる。この場合、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記無線リンク再構成応答メッセ
ージに時間情報を追加する必要がなく、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記ＳＲＮＣから受信した
前記時間情報に基づいてＵＬ  ＤＰＣＨの受信時間に関する情報を得ることができる。こ
こで、前記時間情報は、本発明の説明でＴ _ａｌｌまたはＴ _ａｄｄ値などであり得る。
【０１３６】
ステップ４０４で、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、スクランブリングコード情報、ＵＬチャンネル
区分コード情報及びＵＳＴＳ指示者情報によってＵＬチャンネルコーディングを準備する
。すなわち、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記ＵＬスクランブリングコードとチャンネル区分コ
ードＤＰＤＣＨ及びＤＰＣＣＨを確認して準備する。ステップ４０５で、前記Ｎｏｄｅ  
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Ｂは、前記スクランブリングコードタイムオフセット情報によってフレーム開始点とスク
ランブリングコード開始点との差異によるスクランブリングコードの同期化を実現する。
前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記スクランブリングコードをフレームの開始点から前記スクラン
ブリングコードタイムオフセットだけシフトさせて拡散のための準備をする。ここで、前
記ＵＥがＵＳＴＳスクランブリングコードを初めに使用するＵＥである場合、前記スクラ
ンブリングコードタイムオフセット値は０であり、フレーム開始点とスクランブリングコ
ード開始点とを一致させることができる。しかし、ＵＳＴＳスクランブリングコード同期
化がＰ -ＣＣＰＣＨに基づく場合、前記ＵＥが前記ＵＳＴＳスクランブリングコードを利
用するための一番目のＵＥであっても、前記スクランブリングコードタイムオフセット値
は０ではないこともある。この場合、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記スクランブリングコード
を前記スクランブリングコードタイムオフセットだけ遅延させてＵＬ  ＤＰＣＨの受信を
準備する。前記スクランブリングコード同期化は、図４に示したＵＥスクランブリングコ
ードド同期化器と対称の構造を有するＮｏｄｅ  Ｂのスクランブリングコード同期化器で
遂行することができる。前記Ｎｏｄｅ  Ｂのスクランブリングコード同期化器は後述する
。
【０１３７】
前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記ＳＲＮＣからＵＳＴＳモード転換を承認する無線リンク再構成
承認メッセージを受信する。前記無線リンク再構成承認メッセージは、ＵＳＴＳモード転
換のための時間情報を含んでおり、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記時間情報で示した該当時間
にＵＬ信号の受信を準備する。ステップ４０８で、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、ＵＳＴＳモード
へ転換したＵＥからのＵＬ  ＤＰＣＨデータを受信し、前記手順を終了する。
【０１３８】
図１６を参照して、前述したスクランブリングコード同期化器の構造を説明する。
図１６は、本発明によるＮｏｄｅ  Ｂのスクランブリングコード同期化器の構成を示すブ
ロック図である。図１６を参照すると、スクランブリングコード生成器３１０は、ＵＥに
割り当てられたＵＬ  ＤＰＣＨのためのスクランブリングコードを生成する。制御器３２
０は、ＵＥのＵＳＴＳ時間情報を受信し、前記受信したＵＬ  ＤＰＣＨの開始点とスクラ
ンブリングコード開始点との差に基づいて、前記スクランブリングコード生成器３１０ま
たは遅延器３３０を制御する。前記遅延器３３０は、前記制御器３２０から受信した時間
情報に対する命令によって、前記スクランブリングコードをスクランブリングコードタイ
ムオフセットだけ遅延させてスクランブリングコードの開始点とフレーム開始点とに一致
させる。乗算器３４０は、ＵＬ  ＤＰＣＨデータを受信し、前記受信したＵＬ  ＤＰＣＨデ
ータを前記遅延器３３０から受信したスクランブリングコードと乗じる。フレーム復調器
３５０は、チャンネル区分コードを利用して前記乗算器３４０から受信したデータを復調
する。
【０１３９】
以下、他のＵＥがＵＳＴＳサービスのためにスクランブリングコードを利用している場合
を説明する。
まず、前記ＳＲＮＣは、Ｎｏｄｅ  ＢにＵＳＴＳ用で使用されているＵＬスクランブリン
グコード、ＵＬ  ＤＰＤＣＨ及びＤＰＣＣＨチャンネル区分コード、現在他のＵＥが基準
時間にしているスクランブリングコード開始点に関する情報を伝送する。前記情報は、例
えば、無線リンク再構成メッセージを利用して伝送される。前記スクランブリングコード
開始点情報は、２５６＊ｍ単位の同期化及びスクランブリングコード同期化のための情報
を含むことができる。その後、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記ＳＲＮＣにすでに設定されてい
る無線リンクを利用して測定した時間情報、すなわち、ＰＤ測定値を前記ＳＲＮＣへ伝送
する。ここで、前記ＰＤ値は、該当ＤＬ  ＤＰＣＨフレームの開始点とＵＬ  ＤＰＣＨフレ
ームの開始点との差からＴ O値を減算した値によって得られることができる。前記ＳＲＮ
Ｃは、前記Ｎｏｄｅ  Ｂから受信した時間情報 (ＰＤ値 )をＵＥへ伝送し、前記ＵＥは、前
記受信した時間情報を利用してＵＳＴＳのためのアップリンクを通じてデータを伝送する
。
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【０１４０】
前記のように、他のＵＥがＵＳＴＳサービスを受けるためのスクランブリングコードを使
用している状態で、ＵＳＴＳモード転換によるＵＥ、ＳＲＮＣ、及びＮｏｄｅ  Ｂのそれ
ぞれの動作を従来技術と比較して説明する。
前記ＵＥは、ＤＰＣＨを通じて通信している過程で、ＵＳＴＳモードへの転換をＮｏｄｅ
 Ｂに要求するか、または、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記ＵＳＴＳモードの後、ＤＰＣＨのみ
を通じたサービスを受信するＵＥに対して前記ＵＳＴＳモードへの転換を試みる。前記Ｕ
Ｅは、ＵＳＴＳモードへの転換のためにＳＲＮＣから受信した情報にＵＳＴＳのためのタ
イムオフセットに基づいて前記ＵＬ  ＤＰＣＨデータを伝送する。このとき、前記タイム
オフセット値が０である場合は、従来のＤＰＣＨ動作を遂行する。これに反して、前記タ
イムオフセット値が０ではない場合は、前記タイムオフセットだけ同期化を遂行する。こ
こで、前記タイムオフセット値は、現在受信したＵＥフレームの開始点とＰ -ＣＣＰＣＨ
フレームの開始点との時間差が２５６チップ＊ｍ単位で一致させるために必要な時間情報
、すなわち、前記情報は、前記ＵＥがＵＬ  ＤＰＣＨを伝送する瞬間、既存のＵＬ  ＤＰＣ
Ｈと比較してどのくらい早くまたは遅延して伝送すべきであるかを示す時間情報、または
、ＵＬ  ＤＰＣＨの伝送が行われる間発生するＰＤ値に対する情報である。前記ＰＤ値を
受信する場合、前記ＵＥは、前記ＰＤ値だけＵＬ  ＤＰＣＨをより早く伝送する。
【０１４１】
前記ＳＲＮＣは、前記タイムオフセットを決定し、前記タイムオフセットを受信している
ＵＥは、前記タイムオフセット値だけ以前にまたは遅延してＵＬ  ＤＰＣＨを伝送する。
このとき、前記ＵＳＴＳスクランブリングコードの同期化がＰ -ＣＣＰＣＨに基づいて行
われる場合、前記ＳＲＮＣは、前記スクランブリングコード同期化のための時間情報を伝
送し、これを受信したＵＥは、前記タイムオフセットだけスクランブリングコードを遅延
させて伝送する。前記スクランブリングコード同期化は、図４に示すスクランブリングコ
ード同期化器を利用して遂行することができる。前記スクランブリングコード同期化がＵ
Ｅの時間を基準にする場合であっても、前記ＳＲＮＣは、前記ＵＥへ該当オフセット値を
伝送し、ＵＥは、前記受信したタイムオフセット値によって前記スクランブリングコード
同期化を遂行する。
【０１４２】
他のＵＥがＵＳＴＳサービスを受けるためのスクランブリングコードを使用している状態
で、前記ＳＲＮＣは、ＵＳＴＳサービスを受けるためのスクランブリングコードに割り当
てられた一番目のＵＥに対するＵＳＴＳモード転換過程と同一に動作するので、前記ＳＲ
ＮＣの動作説明を省略する。
前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、図５のステップ４０２で異なる情報を伝送する点を除いて、前記Ｕ
ＥがＵＳＴＳサービスのためのスクランブリングコードに割り当てられる一番目のＵＥで
ある場合の動作過程と同一に動作する。
【０１４３】
ステップ４０２で、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、ＵＳＴＳモードへの転換を支援するか否かを応
答メッセージを利用して前記ＳＲＮＣへ伝送する。このとき、前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記
ＳＲＮＣに前記スクランブリングコードタイムオフセットを伝送する。
ここで、前記スクランブリングコードタイムオフセットに関する情報を提供するために、
前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、現在受信した一番目のＵＥフレームの開始点とＰ -ＣＣＰＣＨフレー
ムの開始点との時間差、現在受信したＵＥフレームの開始点とＰ -ＣＣＰＣＨフレームの
開始点との時間差が２５６チップ＊ｍ単位で一致させるために必要な時間情報と一致させ
た後の値、ＰＤ値、及びスクランブリングコードの開始点と該当フレームの開始点との時
間差のうちいずれかを伝送する。このように、前記ＵＥがＵＳＴＳサービスのためのスク
ランブリングコードに割り当てられる一番目のＵＥである場合、基準点になるスクランブ
リングコードは存在しない。これに反して、他のＵＥがＵＳＴＳモードで動作している場
合は、前記他のＵＥが使用しているスクランブリングコードの開始点が基準点になる。従
って、スクランブリングコード開始点に対するスクランブリングコードオフセットが発生
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する。
【０１４４】
また、ターゲットセルがＵＳＴＳサービスのためのハンドオーバを支援しない状態で、前
記ＳＲＮＣ及び前記ＵＥは、次のように動作する。
【０１４５】
この場合、前記ＳＲＮＣは、ＵＥから受信した測定報告値に基づいてＵＳＴＳサービスを
中断し、無線リンク設定過程または無線リンク付加過程を利用して新たなセルに無線リン
クの設定を決定する。このとき、前記ＳＲＮＣは、前記無線リンク再構成過程を利用して
ＵＥのためにＵＳＴＳモードをノーマルモードへ転換する。前記ＳＲＮＣは、前記ＵＥに
このようなモード転換過程を通報するために、アクティブセットアップデートメッセージ
または無線ベアラー再構成メッセージを伝送する。
【０１４６】
すなわち、ＵＳＴＳサービスを受信しているＵＥは、次のような過程を通じてハンドオー
バを実施する。
前記ＳＲＮＣは、新たなセルに該当するＲＮＣまたはＮｏｄｅ  Ｂに無線リンク設定応答
メッセージを伝送した後、該当ＲＮＣまたはＮｏｄｅ  Ｂから応答メッセージを受信する
。前記ＳＲＮＣは、前記応答メッセージを利用して前記新たなセルがＵＳＴＳサービスを
支援しないことを示す情報を受信する場合、または前記新たなセルがＵＳＴＳサービスを
支援しないことを示す情報を予め有している場合、既存のセル (１つ以上の無線リンクが
存在することができる )に該当するＮｏｄｅ  ＢまたはＲＮＣに無線リンク再構成準備メッ
セージを伝送してＵＳＴＳモードをＵＥのノーマルモードに転換させるようにする。その
後、前記ＳＲＮＣは、前記ＵＥに対するＵＳＴＳサービスを中断し、普通のＤＰＣＨサー
ビスのためのメッセージ、例えば、無線ベアラー再構成シグナリングメッセージを伝送す
る。前記第２ステップまたは第３ステップで伝送したシグナリングメッセージは、時間に
関連したパラメータを含むか、または時間を示すまた他のシグナリングメッセージを伝送
して、前記ＵＥ及び各セルが同時にＵＳＴＳを中断し、普通のＤＰＣＨを使用する。
【０１４７】
前記ＵＳＴＳを使用しているＵＥがハンドオーバ領域で新たな無線リンクを設定しようと
する場合、前記ＳＲＮＣは、該当ＲＮＣまたはＮｏｄｅ  Ｂに前記無線リンク設定要求メ
ッセージ  または無線リンク付加要求メッセージを伝送する。このような要求メッセージ
を受信したＤＲＮＣまたはＮｏｄｅ  Ｂは、ＵＳＴＳのためのハンドオーバを支援するか
否かを応答メッセージを利用して伝送することができる。下記表４に示すように、前記応
答メッセージは、無線リンク設定応答メッセージまたは無線リンク付加応答メッセージで
あり得る。
【０１４８】
【表４】
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【０１４９】
前記表４において、ＵＳＴＳ支援指示者 (Support Indicator)は、該当Ｎｏｄｅ  Ｂ内のセ
ルがＵＳＴＳサービスを支援するか否かを示す。前記ＵＳＴＳ支援指示者は、前記ＳＲＮ
Ｃが前記Ｎｏｄｅ  ＢにＵＳＴＳのためのハンドオーバを要求するときのみ伝送されるの
で、コンディショナル情報になることができる。前記Ｎｏｄｅ  Ｂは、前記ＳＲＮＣから
の要求に関係なくＵＳＴＳサービスを支援するか否かを示す情報を伝送する場合、Ｃ -Ｕ
ＳＴＳは、メッセージ内のＵＳＴＳ支援指示者を提供するためにＭショート (Mandatory S
hort)に取り替えられる。
【０１５０】
前述の如く、本発明の詳細な説明では具体的な実施形態を参照して詳細に説明してきたが
、本発明の範囲は前記実施形態によって限られるべきではなく、本発明の範囲内で様々な
変形が可能であるということは、当該技術分野における通常の知識を持つ者には明らかで
ある。
【０１５１】
【発明の効果】
以上から述べてきたように、本発明によると、多数のＵＥが１個のスクランブリングコー
ドを使用する前記ＵＳＴＳ方式で、ＵＥ間のスロット同期化及びフレーム同期化を具現す
ることができる。相互異なる遅延値を有する非同期のＵＬ  ＤＰＣＨは、初期同期化過程
で、このようなＵＬ  ＤＰＣＨ間の非同期を調整して同期を一致させることができる。
【０１５２】
また、ＵＳＴＳサービスを使用するＵＥがターゲットセルに対してもＵＳＴＳサービスを
そのまま保持させつつハンドオーバを実現することができ、これにより、持続的のＵＳＴ
Ｓサービスが可能である。
さらに、ＵＥがノーマルモードまたはノンＵＳＴＳモードからＵＳＴＳモードへの転換を
可能にすることにより、セルに適合なデータ通信サービスを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　Ｗ -ＣＤＭＡ通信システムを概略的に示す図である。
【図２】　Ｗ -ＣＤＭＡ通信システムでのＤＬ  ＤＰＣＨとＵＬ  ＤＰＣＨとの時間関係を
示す図である。
【図３】　本発明の一実施形態によるＵＳＴＳの同期化に従う時間関係を示す図である。
【図４】　本発明の一実施形態によるＵＥのスクランブリングコード同期化器の構造を示
すブロック図である。
【図５】　本発明の一実施形態によるＷ -ＣＤＭＡ移動通信システムでのＵＴＲＡＮの構
造を示す図である。
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【図６】　本発明の他の実施形態によるＷ -ＣＤＭＡ移動通信システムでの同一のＮｏｄ
ｅ  Ｂ内でＵＥのハンドオーバを概略的に示す図である。
【図７】　本発明のまた他の実施形態によるＷ -ＣＤＭＡ移動通信システムでの同一のＲ
ＮＣ内で相互異なるＮｏｄｅ  ＢへのＵＥのハンドオーバを概略的に示す図である。
【図８】　本発明のまた他の実施形態によるＷ -ＣＤＭＡ移動通信システムでの相互異な
るＲＮＣ内でセルへのＵＥのハンドオーバを概略的に示す図である。
【図９】　本発明のまた他の実施形態による同一のＮｏｄｅ  Ｂ内で他のセルへのＵＳＴ
Ｓハンドオーバの遂行のとき無線リンク付加要求メッセージが伝送される過程を示すフロ
ーチャートである。
【図１０】　本発明のまた他の実施形態による同一のＲＮＣ内で他のＮｏｄｅ  ＢへのＵ
ＳＴＳハンドオーバの遂行のとき無線リンク設定要求メッセージが伝送される過程を示す
フローチャートである。
【図１１】　本発明のまた他の実施形態による相互異なるＲＮＣ内でセルへのＵＳＴＳハ
ンドオーバの遂行のとき無線リンク設定要求メッセージが伝送される過程を示すフローチ
ャートである。
【図１２】　本発明によるハンドオーバ過程でのＳＲＮＣの動作を示すフローチャートで
ある。
【図１３】　本発明によるハンドオーバに対する新たなセルのＮｏｄｅ  Ｂの動作を示す
フローチャートである。
【図１４】　本発明によるＤＰＣＨで通信中のＵＥがＵＳＴＳモードに転換のときＳＲＮ
Ｃの動作を示すフローチャートである。
【図１５】　本発明によるＤＰＣＨで通信中のＵＥがＵＳＴＳモードに転換のときＮｏｄ
ｅ  Ｂの動作を示すフローチャートである。
【図１６】　本発明によるＮｏｄｅ  Ｂのスクランブリングコード同期化器の構成を示す
ブロック図である。
【符号の説明】
２０，３１０　スクランブリングコード生成器
２１，３２０　制御器
２２　フレーム生成器
２３　スイッチ
２４　スクランブラー
３３０　遅延器
３４０　乗算器
３５０　フレーム復調器
５１１，６１１，７１１，８１１　ＵＥ
５１５，６１５，７１５，８１５　第１ＲＮＣ
５１７，８１７　第２ＲＮＣ
５１９，７２５，８２５　第１セル
５２１，６２７，７２７，８２７　第２セル
５２３，６２９，７２９，８２９　第３セル
５２５，７２５，８３１　第４セル
５２７，６２７，７１９　第１Ｎｏｄｅ  Ｂ
５２９，６２１　第２Ｎｏｄｅ  Ｂ
５３１，７３１　第３Ｎｏｄｅ  Ｂ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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